
航 空機が迫りマーシャラー（航空機誘導員）
が誘導する光景は圧巻。その際の１コマ。

国際空港と離島を結ぶ地方路線を併せ持つ鹿
児島空港は年600万人近い乗降客が利用し大中
小の航空機が年間３万回を超える発着を繰り返
す。次回は大型機とマーシャラーのコラボに挑戦
したい。
【撮影データ】デジタルカメラ　レンズ28～300mm　
F/3.5～5.6　ISO800　1/180　F5.6

古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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◎今月の表紙

「すごいものだったんだ！」霧島国際音楽祭を
取材する中で、私たちの身近にあった音楽祭
は世界にも誇れるものだと改めて知ることがで
きました。身近にありすぎて気付いていないこ
とってありますよね。来年はゆっくり聴きに行っ
てみようと思います。皆さんもどうですか。（あ）

夕立を見て先輩が「サダッが来た」と一言。そ
れを聞いた隣の課の後輩が「サダッて何？」。み
んなが「サダッを知らないの」と聞くと「…」。実
は私も社会人になって初めて「サダッ」という言
葉を知りビックリしました。方言って難しいです
ね。ところでなんで「夕立」が「サダッ」？？（み）

９月はまだ暑さは厳しいですが、それでもどこ
となく夏の中にも少しずつ秋の気配を感じる
ようになりました。例年９月は台風の多い月で
す。農家にとっては水稲や果樹、野菜などの
被害がでないか心配なところではないでしょう
か。このまま実りの秋を迎えたいものですね。（い）

良くできていた。息子の夏休みの工作。飛行機
だ。材料は発泡スチロールで設計図を書き紙や
すりで削り形を整え色を塗る。本人も満足の出
来だったらしい。出校日、学校へ持って行き友
だちに言われた「作るのは貯金箱だよ」そのま
ま持って帰ってきたことは言うまでもない。（た）

Editor's

◎人口／128,193人（＋135）
男性／ 61,955人（＋101） 女性／ 66,238人（+34）
出生115人／死亡94人　転入475人／転出361人
◎世帯数／56,158世帯（＋93）

（平成18年８月1日現在）
８月21日　午後６時53分　鹿児島空港内
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夏
に
開
か
れ
る
音
楽
祭
は
日
本
全
国
で
約
50

件
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
私
た
ち
の

ま
ち
で
開
催
さ
れ
て
い
る「
霧
島
国
際
音
楽
祭
」

は
、
群
馬
県
の
「
草
津
夏
期
国
際
音
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
ヴ
ァ
ル
」
と
共
に
最
も
歴
史
が
古
く
、
日

本
音
楽
祭
の
草
分
け
的
存
在
で
す
。

今
年
は
７
月
21
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
の
17

日
間
、
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
を
中
心
に
開
催
さ

れ
、
国
際
的
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
ア
ン
ナ
・
ト
モ
ワ

＝
シ
ン
ト
ウ
や
、
第
10
回
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
ダ
ン
・
タ
イ
・
ソ

ン
な
ど
一
流
の
音
楽
家
に
よ
る
質
の
高
い
演
奏

会
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
音
楽
家
か
ら
指
導
を
受
け
ら
れ

る
ま
た
と
な
い
機
会
と
評
判
を
呼
ん
で
い
る
講

習
会
の
受
講
生
は
、
国
内
外
か
ら
過
去
最
高
の

１
５
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
へ
の
訪
問
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
音

楽
指
導
な
ど
、
気
軽
に
音
楽
に
触
れ
合
う
場
に

も
な
り
ま
し
た
。

こ
の
霧
島
国
際
音
楽
祭
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
で
多
く
の
人
が
支
え
て
い
ま
す
。
そ
の
支
え

が
あ
る
か
ら
こ
そ
世
界
に
誇
れ
る
音
楽
祭
に
成

長
で
き
た
の
で
す
。

霧島国際音楽祭は1980年に
ライプツィヒ・ゲヴァントハウス管弦楽団の

首席コンサートマスターだった
ゲルハルト・ボッセ氏の提唱によって創設されました。

以来、毎年夏に開催されてきた音楽祭も
今年で27回目を迎え

盛況のうちに幕を下ろしました。
長い歴史を刻んできた霧島国際音楽祭。
これまで多くの優秀な音楽家を輩出し
音楽文化の発展に貢献してきました。
音楽関係者の中ではこの音楽祭を

知らない人はいないといわれるほど。
首都圏から遠く離れたこの場所で

世界に誇れる音楽祭にまで発展できたのはなぜか。
その音楽祭の魅力に迫ります。

T h e  2 7 t h  K i r i s h i m a  I n t e r n a t i o n a l  M u s i c  F e s t i v a l  2 0 0 6

❶

❷

❸

みやまコンセール（主ホール）

国内外の優れた講師による若い音楽家の育成と
地域における音楽文化の振興という

２つの基本理念を掲げた霧島国際音楽祭が
今年もこの霧島の地で開催されました。
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DOCUMENT

❹

❺

❻

❼

❽

❾

10

11

俳
優
の
石
坂
浩
二
氏
の
語
り
と
音
楽
で
構
成
さ
れ
た
『
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
／
い
の
ち
の
旅
』

❶高千穂小学校金管バンドを指導　❷ＮＨＫ交響楽団ソロ首席奏者の店村氏　❸上野原縄文の森でのロビーコンサート　❹第１回目から音楽祭に参加している田中氏　❺生の音
色に聴き入る来場者　❻休む暇もなく練習に励む受講生　❼講師と同じ舞台で演奏する国外からの受講生　❽講師と受講生で編成されたオーケストラ　❾国際舞台で活躍するフ
ルート奏者、エミリー・バイノンさん　10受講生の指導をする名誉音楽監督ボッセ氏　11熱心な指導が行われる講習会

❶高千穂小学校金管バンドを指導　❷ＮＨＫ交響楽団ソロ首席奏者の店村氏　❸上野原縄文の森でのロビーコンサート　❹第１回目から音楽祭に参加している田中氏　❺生の音
色に聴き入る来場者　❻休む暇もなく練習に励む受講生　❼講師と同じ舞台で演奏する国外からの受講生　❽講師と受講生で編成されたオーケストラ　❾国際舞台で活躍するフ
ルート奏者、エミリー・バイノンさん　10受講生の指導をする名誉音楽監督ボッセ氏　11熱心な指導が行われる講習会

❶高千穂小学校金管バンドを指導　❷ＮＨＫ交響楽団ソロ首席奏者の店村氏　❸上野原縄文の森でのロビーコンサート　❹第１回目から音楽祭に参加している田中氏　❺生の音
色に聴き入る来場者　❻休む暇もなく練習に励む受講生　❼講師と同じ舞台で演奏する国外からの受講生　❽講師と受講生で編成されたオーケストラ　❾国際舞台で活躍するフ
ルート奏者、エミリー・バイノンさん　10受講生の指導をする名誉音楽監督ボッセ氏　11熱心な指導が行われる講習会
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霧
島
国
際
音
楽
祭
の
魅
力

き
っ
か
け
は
１
９
７
５
年
、
鹿
児
島
短
期
大

学
の
野
村
三
郎
教
授
に
「
ぜ
ひ
学
生
た
ち
を
指

導
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

霧
島
に
案
内
さ
れ
、
一
目
で
自
然
に
魅
せ
ら
れ

た
ボ
ッ
セ
氏
。
さ
ら
に
鹿
児
島
の
音
楽
文
化
を

発
展
さ
せ
た
い
と
い
う
野
村
教
授
の
思
い
を
受

け
、
こ
の
霧
島
で
演
奏
会
と
若
手
音
楽
家
を
育

成
す
る
２
本
柱
の
音
楽
祭
を
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
今
の
音
楽
祭
の
発
展
を
思
う
と
、
そ
の
時

ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
こ
と
は
幸
運
で
し
た
。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
霧
島
の
静
か
な
環
境

の
中
で
、
勉
強
や
演
奏
会
に
没
頭
し
、
気
分
転

換
も
で
き
る
こ
と
は
霧
島
国
際
音
楽
祭
の
大
き

な
魅
力
で
す
」

そ
の
提
案
か
ら
５
年
後
、
地
元
の
音
楽
愛
好

家
の
協
力
で
、
霧
島
高
原
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を

会
場
に
第
１
回
目
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
演
奏
会
場
と
し
て
万
全
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
よ
い
絵
画
に
は
よ
い
額
縁
が
必

要
な
よ
う
に
、
よ
い
音
楽
に
は
よ
い
ホ
ー
ル
が

必
要
だ
と
訴
え
続
け
、
94
年
に
は
待
望
の
「
み

経
験
や
伝
統
を
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
く
こ
と
は

人
間
の
大
き
な
役
目
で
す
。

や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
」
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
建
築
、
音
響
、
環
境
と
の
調
和
、
す
べ
て

の
面
で
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ホ
ー
ル
が
音
楽

祭
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
音
楽
家
や
受
講
生
が

研
さ
ん
し
た
こ
と
を
発
表
で
き
る
演
奏
環
境
が

整
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
み
や
ま
コ
ン
セ
ー

ル
が
音
楽
祭
の
魅
力
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
」

今
後
へ
の
期
待

参
加
し
た
受
講
生
か
ら
世
界
の
名
だ
た
る
コ

ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
、
各
国
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
入
団
し
た
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
国
内
外
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
『
以
前
、
霧

島
で
学
び
ま
し
た
』
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
人

が
多
い
こ
と
は
創
設
者
と
し
て
何
よ
り
の
喜
び

で
す
。
受
講
生
同
士
が
刺
激
し
合
い
、
音
楽
家

と
し
て
の
資
質
を
備
え
て
い
く
と
い
う
状
況
が

今
後
も
続
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

「
霧
島
市
の
皆
さ
ん
に
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を
日
々
の
生
活
の
中
で
楽
し
み
、
親
し
み
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
本
当
の
音

楽
の
お
も
し
ろ
さ
は
直
接
聴
い
て
初
め
て
わ
か

り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
こ
の
だ
い
ご

み
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

ゲルハルト・ボッセ／1922年ド
イツのライプツィヒ近郊のヴェ
ルツェン生まれ。５歳から父に
ヴァイオリンを習う。国立ライプ
ツィヒ音楽院在学中からゲヴァ
ントハウス管弦楽団のメンバー
となる。55年からは同管弦楽団
の第１ヴァイオリン奏者に就任
し、87年に退任。97年から同
管弦楽団を指揮した。98年ドイ
ツ政府より功労十字勲章(一等)
を受章。61年に初来日。80年
に霧島国際音楽祭を創設、音
楽監督として指導にあたる一方
新日本フィルハーモニー交響楽
団の首席客演指揮者も務めた。
94年から東京芸大客員教授も
務めた。97年に県民表彰を受
賞。通訳として支えている美智
子夫人と共に音楽祭に貢献して
いる。

profile

i
n

t
e

r
v

i
e

w

Gerhard Bosseゲルハルト・ボッセ氏
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Keisuke KogiTakero Honda

Masahiro TanakaAyano Arai

音楽祭が始まる３年前に親友だった野村教授とザルツブル
グ音楽祭に行ったとき、人口 14万人のまちに25万人が
訪れ、しかもリピーターが多いことに驚きました。霧島観光
の目玉にならないかと考え、教授と「霧島で音楽祭を開催
できないか」と盛り上がり、父が経営するユースホステルを
会場に第１回目を開きました。文化は地元がその価値を認
識し、盛り上げないと育ちません。霧島国際音楽祭という
文化をもっと磨き上げていってほしいですね。

文化は交流人口を増やす観光資源。
90年の歴史をもつザルツブルグの
音楽祭になりうるのが霧島国際音楽祭。

古
こ

木
ぎ

 圭
けい

介
すけ

さん
㈱グローバルユースビューロー専務取締役／霧島国際音楽祭鹿児島友の会事務局長

音響設計はどんなに有名な設計者でも必ずしも成功するも
のではありません。しかし、みやまコンセールの音響設計は
神戸大学安藤四一名誉教授の長年の研究成果を駆使し
てホールの隅 ま々で同じ音質で行き渡るよう計算しつくされ
ており、世界有数の音響の良さを持っています。国内外の
一流の音楽家がこのホールで演奏したいと言い、国外の
音響学者が視察に訪れたことも。霧島国際音楽祭に常連
の著名音楽家が多い理由の一つでしょう。

霧島国際音楽祭、みやまコンセールは
ともに地域の宝です。
私たちには大切に育てていく義務があります。

本
ほん

田
だ

 武
たけ

郎
ろう

さん
みやまコンセール前副館長

この音楽祭への参加を希望する受講生は審査で選ばれる
ので、技術レベルの高い受講生が集まります。ここでは音
楽家としてさらに必要なことを講師の背中を見て学びます。
日本各地に音楽祭はありますが、講師陣にとっても霧島国
際音楽祭は研さんする場であり、この音楽祭を中心に1年
のスケジュールが回っているといっていいほど特別な場所で
す。私は受講生の時から25回も参加しています。今では
自分のふるさとみたいですよ。

日本の音楽界で霧島国際音楽祭を
経験していない人はほとんどいません。
それほど実りの多い音楽祭。

田
た

中
なか

 雅
まさ

弘
ひろ

さん
講師（チェロ）／東京都交響楽団首席

霧島国際音楽祭が大好きで、今年で４回目の参加になりま
す。すばらしい先生方にいろいろなことを教えていただいて
いますが、学んだことは将来教える立場になって伝えていき
たいと思っています。また、ここで出会った仲間は同じ思い
を抱いているような気がして特別な存在です。友の会の皆
さんにも、とても感謝しています。霧島に来たとき「お帰り
なさい」と迎えてくれました。今は大好きな音楽を学べるこ
とが幸せです。来年もぜひ受講したいです。

霧島での経験は私の宝物。
素敵な音楽家になって
いつかこの霧島に戻ってきたい。

荒
あら

井
い

 章
あや

乃
の

さん
受講生（楽器：ヴァイオリン）桐朋学園大学
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こ
れ
ま
で
の
音
楽
祭
の
発
展
に
欠

か
せ
な
い
の
が
「
霧
島
国
際
音
楽
祭

友
の
会
」
で
す
。
音
楽
祭
を
発
展
さ

せ
、
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
１

９
８
５
年
に
牧
園
、
霧
島
に
、
翌
年

に
は
鹿
児
島
に
発
足
し
、
音
楽
祭
を

多
く
の
人
に
知
ら
せ
る
活
動
や
資
金

援
助
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
牧
園
友
の
会
で
は
、
演

奏
会
の
受
付
や
ピ
ア
ノ
練
習
を
す
る

場
の
提
供
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
食
事
に

よ
る
も
て
な
し
で
す
。

普
段
ふ
れ
あ
う
機
会
の
な
い
著
名

な
音
楽
家
と
地
元
と
の
接
点
が
な
い

の
は
も
っ
た
い
な
い
と
考
え
、「
風

の
中
の
交
流
会
」
と
い
う
ふ
れ
あ
い

の
場
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は

演
奏
会
後
の
「
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
パ
ー

テ
ィ
ー
」に
形
を
変
え
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
腕
に
よ
り
を
か
け
た
料
理

を
振
る
舞
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は

「
ほ
か
の
音
楽
祭
で
は
味
わ
う
こ
と

が
で
き
な
い
」
と
た
い
へ
ん
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
期
間
中
、
音
楽
家
た
ち
の
栄

養
バ
ラ
ン
ス
が
偏
り
が
ち
に
な
る
こ

と
を
心
配
し
、
ほ
ぼ
毎
日
、
交
代
で

手
作
り
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
や
休
憩
時
間
用
の
お
菓
子
の
提

供
を
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い

る
「
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
は
18
年
に
も
わ
た
り
、
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
田
舎
の
味
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
最
年
長
の
川
原
ハ

ツ
ミ
さ
ん（
75
）は
大
阪
か
ら
Ｕ
タ
ー

ン
し
て
き
て
、
地
域
と
交
わ
り
た
い

と
い
う
思
い
で
友
の
会
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。「
今
で
は
音
楽
家
の
皆

さ
ん
と
も
仲
良
く
な
り
、『
霧
島
に

お
帰
り
な
さ
い
』
と
声
を
掛
け
ま
す
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
け
ど
、
聴
い
て
み
る
と
感
動
し
ま

す
ね
。身
近
な
存
在
に
な
り
ま
し
た
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
た
温
か
い

も
て
な
し
は
音
楽
祭
の
名
物
と
し
て

す
っ
か
り
定
着
し
、
多
く
の
音
楽
家

や
受
講
生
が
楽
し
み
に
し
て
や
っ
て

く
る
ほ
ど
。
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
継
続
し
て
取
り
組
む
姿
勢
が
音

楽
祭
を
育
て
、
ひ
い
て
は
地
域
を
も

育
て
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

地
元
友
の
会
の
献
身
的
な
取
り
組
み
が

音
楽
祭
と
地
域
を
育
て
て
き
た

広報きりしま  6

｢食プロジェクト｣の皆さんの手料理は音楽祭関係者に大好評

第６回目を迎えたころ、霧島での音楽祭の開催が危機的状況に
陥ったとき、存続させるためにできた友の会でした。地元と音楽
祭を結びつけようと取り組んできました。友の会女性スタッフの
音楽祭を通じて自分も成長したいという思いと情熱があったから
続けてくることができたと思います。今後の音楽祭には、敷居が
高いと思われがちなクラシックに親しみを持てるような企画がど
んどん増えていってほしいと思います。また友の会の活動も今後
は霧島市全体に広げていきたいですね。

池田 政晴さん
霧島国際音楽祭牧園友の会会長

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
支
え
て
き
た
音
楽
祭
。

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
感
動
を

来
年
夏
、
霧
島
で
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

霧島国際音楽祭は人のつながりがきっかけとな
り始まりました。当初ボッセ氏が提唱した基本理
念は、今やゆるぎない伝統となり、情熱をもって
音楽文化の発展にかかわる人 と々、それをもてな
しの心で支援したいという地元の人々が支えてい
ます。この原動力は音楽祭に関わるだれもがその
価値を知り、この伝統を継承していきたいという
強い思いによるものです。
音楽家、受講生、スタッフ、地元の人々が立場

は違っても「いい音楽を聴衆に届けること。受講
生にいいレッスンを行うこと」を共通の目標として、
一体となり取り組んでいます。この人と人とのつ
ながりが霧島国際音楽祭の大きな魅力になって
います。
霧島国際音楽祭は霧島市の誇りある文化であ

り、財産だといえます。私たちは世界に誇れる音
楽祭（音楽文化）があることに誇りを持ち、大切
に育
はぐく

み、次世代へと引き継いでいくべきではない
でしょうか。まず足を運んでみることから始めてみ
ませんか。そこにはきっと新たな感動があるはず
です。

みやまの森のランチパーティー
毎日ホテル住まいの音楽祭関係者を対
象にした手作りランチのバイキング。期
間中ほぼ毎日、７つの女性グループが
交代で約１６０人に心のこもった料理を
提供しています。「何を食べてもおいしい」
と関係者に大絶賛され、音楽家からは
ボランティアに対する謝恩コンサートも
開かれる。

ホームヴィジット
受講生の練習用ピアノが足りないため、
一般家庭のピアノを提供するボランティ
ア。昨年から始め、「うちに来てくれた受
講生にはぜひ活躍してほしい」と願う豊
田剛久（まさひさ）さんと、「ボランティ
アに感謝します。自分の家で練習してい
るように落ち着きますね」と話す受講生
の中谷政文さん。

7 Kirishima City Public Relations,2006.9,Japan
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Zoom up Kirishima 

MAKIZONO
犬
飼
滝
の
上
流
の
牧
園
町
下
中
津

川
で
15
日
夜
、
約
３
０
０
年
前
か
ら

伝
わ
る
先
祖
の
霊
を
送
る
伝
統
の

「
火
流
し
」
が
あ
り
ま
し
た
。
川
沿

い
に
は
約
１
３
０
個
の
ち
ょ
う
ち
ん

と
竹
灯
ろ
う
が
と
も
り
地
元
の
住
民

ら
が
大
き
な
送
り
火
を
静
か
に
見
送

り
ま
し
た
。
火
流
し
は
モ
ウ
ソ
ウ
竹

で
４
㍍
四
方
の
い
か
だ
を
組
み
、
そ

の
上
に
七
夕
飾
り
や
ス
ギ
、
薪
な
ど

を
燃
や
し
て
天
降
川
支
流
の
中
津
川

を
下
り
、数
え
で
14
歳
の
頭
二
才（
カ

シ
タ
ニ
セ
）
を
中
心
に
行
う
習
わ
し

で
す
。

こ
の
日
は
帰
省
し
た
若
者
ら
約

10
人
が
竹
を
は
じ
か
せ
激
し
く
燃

え
る
い
か
だ
を
約
４
０
０
㍍
流
し

ま
し
た
。

先
祖
の
霊
送
る

伝
統
の
火
流
し

燃え盛るいかだが中津川を下る

KIRISHIMA

楽しそうに田植えをする子どもたち

HAYATO

ナイターの光の下はだしでゲームを楽しむ

POINT OF VIEW

K O K U B U  K I R I S H I M A  M A K I Z O N O  Y O K O G A W A  H A Y A T O  M I Z O B E  F U K U Y A M A

７
月
22
日
〜
25
日
の
３
泊
４
日
の

日
程
で
永
水
小
学
校
で
山
村
留
学
が

あ
り
ま
し
た
。

霧
島
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
親
元

を
離
れ
（
留
学
生
26
人
）、
地
域
の

人
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
体
験
を

通
し
て
思
い
や
り
や
自
立
心
を
養
い

逞た
く
まし

い
体
と
心
を
育
て
同
小
山
村
留

学
里
親
制
度
の
理
解
を
深
め
る
目
的

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
集
中

豪
雨
に
よ
り
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
が
一

部
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
田
ん
ぼ

で
の
根
切
り
や
ウ
ナ
ギ
、
ア
ユ
な
ど

の
つ
か
み
取
り
な
ど
が
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

受
け
入
れ
家
族
と
の
４
日
間
も
交
流

が
深
ま
り
、
貴
重
な
夏
休
み
の
１

ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

わ
ん
ぱ
く
短
期

山
村
留
学
体
験

時
折
り
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
中
、
第

26
回
健
康
づ
く
り
は
だ
し
の
ナ
イ

タ
ー
運
動
会
が
８
月
25
日
、
隼
人
運

動
場
で
あ
り
ま
し
た
。

第
２
の
心
臓
と
い
わ
れ
る
足
の
裏

を
刺
激
し
健
康
に
な
ろ
う
と
隼
人
町

地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が
始
め
、

平
成
８
年
度
か
ら
は
町
内
の
各
種
女

性
団
体
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の

日
は
商
工
会
、
食
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
な
ど
６
団
体
、
約
３
０
０
人
が
、

お
手
玉
入
れ
や
お
尻
で
風
船
を
割
る

「
け
つ
あ
つ
測
定
」な
ど
楽
し
く
ゲ
ー

ム
を
し
て
い
ま
し
た
。
隼
人
地
区
生

活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
宮
原
律
子
さ
ん

は
「
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
は
だ

し
は
気
持
ち
よ
く
て
楽
し
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

快
感
足
の
裏
は

第
２
の
心
臓

広報きりしま  8

t
o

p
i

c
s

FUKUYAMA

寄贈した卓球台で指導する小野さん

KOKUBU

投網でボラの子を狙う

MIZOBE

ぶどう狩りを楽しむ来園者

YOKOGAWA

展示会を楽しむ来場者

お
盆
の
明
け
た
８
月
16
日
、
国
分

広
瀬
の
潮
遊
地
で
は
ん
ぎ
り
出
し
が

あ
り
ま
し
た
。

は
ん
ぎ
り
出
し
は
精
進
落
と
し
の

伝
統
行
事
で
「
は
ん
ぎ
り
」
と
は
馬

の
飼
料
桶
の
こ
と
、「
半
切
り
」
と

い
う
底
の
浅
い
桶
を
使
用
し
た
こ
と

か
ら
は
ん
ぎ
り
出
し
と
い
い
ま
す
。

は
ん
ぎ
り
出
し
は
７
㍍
の
竹
２
本

の
先
に
は
ん
ぎ
り
、
そ
の
後
ろ
に
人

が
乗
れ
る
よ
う
な
足
場
板
が
取
り
付

け
て
あ
り
ま
す
。
乗
り
手
は
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
巧
み
に
投
網
を
打

ち
ま
す
。

今
年
は
９
隻
の
は
ん
ぎ
り
が
出
て

エ
ッ
ナ
（
ボ
ラ
の
子
）
を
取
り
、
そ

の
場
で
ぶ
つ
切
り
に
し
て
酢
味
噌
で

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

は
ん
ぎ
り
出
し
で

精
進
落
と
し

ぶ
ど
う
と
梨
が
有
名
な
溝
辺
地
区
。

８
月
中
旬
か
ら
収
穫
の
最
盛
期
を
迎

え
、
果
樹
生
産
者
は
大
忙
し
の
様
子

で
す
。

溝
辺
地
区
で
は
販
売
も
し
ま
す
が

ぶ
ど
う
狩
り
や
梨
狩
り
を
体
験
で
き

る
体
験
農
園
も
人
気
で
、
こ
の
時
期

に
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
来
園
者
が

訪
れ
ま
す
。

蒲
生
町
か
ら
ぶ
ど
う
狩
り
に
訪
れ

て
い
た
塚
田
京
子
さ
ん
は
「
こ
こ
の

ぶ
ど
う
は
と
て
も
甘
く
て
毎
年
来
て

い
ま
す
。
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

溝
辺
地
区
で
は
場
所
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
が
、
ぶ
ど
う
狩
り
が
９
月
下

旬
、
梨
狩
り
が
10
月
下
旬
ご
ろ
ま
で

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
ま
〜
い

果
実
が
で
き
ま
し
た

大
隅
横
川
駅
で
、
８
月
７
日
か
ら

11
日
に
か
け
て
写
真
や
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、
押
し
花
な
ど
の
展
示
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

展
示
さ
れ
た
作
品
は
、
横
川
地
区

公
民
館
講
座
生
の
作
品
１
２
０
点
。

駅
舎
内
に
は
、
講
座
生
の
見
事
な
作

品
が
並
べ
ら
れ
、
訪
れ
た
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
会
は
国
の
登
録
有
形

文
化
財
の
答
申
が
出
さ
れ
て
い
る
大

隅
横
川
駅
の
Ｐ
Ｒ
と
駅
舎
を
活
用
す

る
こ
と
で
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
か
れ
ま
し
た
。

講
座
生
は
「
駅
の
活
性
化
に
も
な

る
し
、
自
分
た
ち
の
作
品
発
表
の
場

と
し
て
今
後
も
展
示
会
を
開
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

展
示
会
で

駅
を
活
性
化

８
月
19
日
、
福
山
小
学
校
を
昭
和

26
年
に
卒
業
し
、
福
岡
市
で
卓
球
セ

ン
タ
ー
を
経
営
す
る
小
野
貞
男
さ
ん

（
71
）
が
母
校
に
卓
球
台
、
ボ
ー
ル
、

ネ
ッ
ト
一
式
を
寄
贈
。ま
た
、集
ま
っ

た
児
童
や
保
護
者
な
ど
に
卓
球
の
指

導
を
し
ま
し
た
。
小
野
さ
ん
は
墓
参

り
で
帰
郷
し
た
と
き
、
体
育
館
で
遊

ぶ
子
ど
も
た
ち
を
見
て
「
昔
は
外
で

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
体
育

館
が
あ
っ
て
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
卓
球
に
親
し
み

楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
小
野
さ

ん
は
、
３
年
続
け
て
寄
贈
し
て
い
ま

す
。
同
小
４
年
の
立
和
田
あ
か
り
さ

ん
は
「
わ
か
り
や
す
く
指
導
を
し
て

も
ら
い
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

卓
球
台
を
小
学
校
へ

寄
贈
し
指
導

9 Kirishima City Public Relations, 2006.9, Japan



溝
辺
地
区
に
あ
る
陵

り
ょ
う

南な
ん

小
学
校
は
、

明
治
11
年
の
創
立
で
今
年
１
２
８
年

を
迎
え
ま
す
。
児
童
数
は
２
９
９
人

（
男
１
５
８
人
、
女
１
４
１
人
）
で

鹿
児
島
空
港
に
一
番
近
い
場
所
に
あ

る
学
校
で
す
。

同
小
で
は
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
目
指
し
て
、「
花
づ
く
り
を
通
し

た
人
づ
く
り
」「
読
書
活
動
の
推
進
」

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
充
実
」

の
３
つ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、「
花
づ
く
り
を
通
し
た
人
づ
く

り
」
で
は
年
２
回
、
学
校
園
・
学
級

園
・
教
材
園
に
種
か
ら
育
て
た
花
苗

や
植
物
を
植
え
、
１
人
１
鉢
な
ど
の

運
動
を
進
め
、
そ
の
成
果
が
認
め
ら

れ
、
過
去
に
サ
ン
ラ
イ
フ
南
日
本
花

壇
コ
ン
ク
ー
ル
で
５
回
最
優
秀
賞
を

受
賞
。
そ
の
他
に
も
学
校
花
壇
コ
ン

ク
ー
ル
や
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
で
成
長

こ
の
学
校
の
魅
力
の
１
つ
に
、
国

際
交
流
の
推
進
が
あ
り
ま
す
。「
日

本
で
一
番
近
い
国
の
一
つ
で
あ
る
韓

国
の
こ
と
を
知
ろ
う
」
と
６
年
生
は

１
学
期
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

（
35
時
間
）
を
利
用
し
て
韓
国
の
こ

と
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
３
年
か
ら
韓
国
の
釜
山
市

に
あ
る
培ペ

ー
ヨ
ン英
初
等
学
校
と
溝
辺
町
が

交
流
を
開
始
し
、
交
流
の
一
環
と
し

て
、同
小
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
が「
日

韓
親
善
子
供
大
使
」
と
し
て
培
英
初

等
学
校
の
訪
問
や
韓
国
か
ら
の
訪
問

団
の
受
け
入
れ
を
す
る
な
ど
交
流
を

深
め
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
８
月
１
日
か
ら
４
日
ま

で
培
英
初
等
学
校
の
子
ど
も
た
ち
10

人
が
溝
辺
町
を
訪
問
。
２
日
に
は
陵

南
小
を
訪
れ
、
同
小
の
子
ど
も
た
ち

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。
同
小
６
年
の
末
重

杏き
ょ
う

佳か

さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
交
流
を

続
け
、
韓
国
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り

た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

韓国の文化を実際に体験
韓国文化にふれ、日韓の友好を目指す学校

韓国のことを勉強している６年生

陵南小では「心豊かでたくましく、自ら学び・考え、実
践する子どもの育成」のためにいろいろな試みをしています。
その中の一つが、「日韓親善子供大使友好の翼」への
参加です。世界にはたくさんの文化・伝統・考え方があ
ります。それぞれの国で共通点もあれば違うことも。その
ことを学び、体験することで互いを認め合い高めていくこ
とができます。異文化を知ることで、自国の文化のすばら
しさにも気づきます。子どもたちには他国の文化同様、日
本文化のすばらしさを改めて感じ好きになってほしいです。

◎
陵
南
小
学
校西

久
保  

守
校
長

陵南小学校
日韓交流
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外
交
敗
北
（
重
村
智
計
）民
生

委
員
の
た
め
の
地
域
福
祉

活
動
Ｑ
＆
Ａ
（
小
林
雅
彦
・
原
田
正

樹
）養
老
孟
司
の
デ
ジ
タ
ル
昆
虫
図

鑑
（
養
老
孟
司
）週
末
は
「
夫
唱
婦 

随
」の
宝
探
し
（
辰
尾
良
二
）菜
菜 

ス
イ
ー
ツ
（
カ
ノ
ウ
ユ
ミ
コ
）レ
モ

ン
ブ
ッ
ク
（
北
村
光
世
）愛
犬
の
悩

み
が
解
消
す
る
魔
法
の
な
で
方
（
松

江
香
子
）森
林
の
再
生
に
向
け
て 

（
国
民
森
林
会
議
）南
の
思
想
（
フ
ラ

ン
コ
・
カ
ッ
サ
ー
ノ
）教
師
力
（
読

売
新
聞
教
育
取
材
班
）カ
メ
ラ
を
食

べ
た
ゾ
ウ
（
大
石
容
子
）ピ
ー
マ
ン

マ
ン
の
い
た
だ
き
ま
す
っ
て
い
え
る

か
な
（
中
村
景
児
）か
い
じ
ゅ
う
じ

ま
の
な
つ
や
す
み
（
早
川
純
子
）い

の
ち
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
わ
た
な
べ
え

い
こ
）人
を
き
れ
い
に
し
た
い
（
し

ご
と
応
援
団
）お
ば
け
美
術
館
へ
い

「
読
書
で
心
豊
な
ひ
と
と
き
を
」

今
月
の
新
刊
。

ら
っ
し
ゃ
い
（
柏
葉
幸
子
）他

【
国
分
図
書
館
】

図
説
占
領
下
の
東
京
（
佐
藤
洋

一
）フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
の

旅
（
奥
本
大
三
郎
・
今
森
光
彦
） 

み
ん
な
で
遊
べ
る
手
話
ゲ
ー
ム
ブ
ッ

ク
（
新
沢
と
し
ひ
こ
）が
ん
こ
な
肩

こ
り
（
信
原
克
哉
）無
言
歌
（
赤
川

次
郎
）ま
ほ
ろ
駅
前
多
田
便
利
軒（
三

浦
し
を
ん
）は
じ
め
て
の
く
さ
ば
な

あ
そ
び
（
グ
ル
ー
プ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
）

雲
を
み
よ
う
よ
（
ト
ミ
ー
・
デ
・
パ

オ
ラ
）ら
く
ご
長
屋
（
岡
本
和
明
）他

【
隼
人
図
書
館
】

霧島市立図書館に
おいでください。
霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

国分図書館／☎64-0918
① ９:30～21:00
② 12月29日～１月3日
 特別整理期間／６月中10日間

隼人図書館／☎43-7574
① 平日／10:00～19:00
 土・日・祝日／９：00～17：00
② 月曜日
 12月29日～１月3日
 特別整理期間／12月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
① ８:30～19:00
② 12月29日～１月3日

横川図書室／☎72-1596
① ９:00～17:00
② 火曜日・祝日
 12月29日～１月3日

牧園図書室／☎78-3349
① ８:30～19:00
② 12月29日～１月3日

霧島図書室／☎57-0316
① 月・水・金／８:30～17:00
 火・木・土／８:30～20:00
② 日曜日・祝日
 12月29日～１月3日

福山図書室／☎56-2026
① ８:30～17:00
② 土・日曜日・祝日
 12月29日～１月3日
【①開館時間　②休館日】

氷の人形（アイス・ドール）
森村 誠一 著　
マドンナ教師を陵辱した番長の下井
を地中に埋めた3人の中学生。社
会的地位のある男に成長した彼ら
の前に、恩師が妖艶な女となって現
れたとき、冷たい殺意が連鎖する…。
利権に群がる男たちの欲望と美貌
の女の復讐劇を描く。

恋愛は革命
渡辺 淳一 著
会社でふんぞり返っているだけでは、
凝り固まった価値観から抜け出せな
い。中年の男性に恋愛の素晴らしさ
を説く表題作から熟年離婚の深層
心理まで、目からウロコの名エッセイ
50本を収録。「週刊新潮」連載を単
行本化。

デビルズドリーム
長谷川 集平 作
パソコンの秘密の掲示板「デビルズ
ドリーム」は、アキとトモちゃんだけの
秘密の場所。ふだん学校では言えな
い本音も言えたのだが…。両親の離
婚で母と長崎へやってきたアキの心
の成長を、長崎の歴史に触れながら
描く。

虎の弟子
ローレンス イェップ 著
選ばれし者により、何千年も守られて
きたフェニックスのたまご。しかし平穏
な日々も、その魔力を求め動き始め
た伝説の妖怪どもによって終わりを
告げる!古代中国の伝説からとびだ
した、奇想天外オリエンタル・ファンタ
ジー。
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錦
江
湾
の
湾
奥
に
あ
る
福
山
地
区
。
南
北
に
伸

び
る
約
８
㌔
㍍
の
海
岸
に
沿
っ
て
か
め
壷つ
ぼ

が
並
び
、

仕
込
み
時
期
の
春
と
秋
に
は
、
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り

が
辺
り
に
漂
い
ま
す
。

四
季
温
暖
で
、
日
中
寒
暖
の
差
が
少
な
い
と
い

う
恵
ま
れ
た
気
候
の
こ
の
土
地
で
、
自
然
の
力
に

よ
る
昔
な
が
ら
の
黒
酢
造
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
山
で
の
黒
酢
造
り
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時

代
後
期
の
１
８
０
０
年
ご
ろ
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

江
戸
の
藩
政
時
代
か
ら
鹿
児
島
、
宮
崎
へ
産
物
が

流
れ
て
い
く
中
継
地
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
、

重
要
な
商
業
地
で
あ
っ
た
福
山
は
、
黒
酢
の
原
料

と
な
る
良
質
な
米
と
き
れ
い
な
湧
き
水
、
そ
し
て

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
黒
酢
造
り
に
は

最
適
の
町
で
し
た
。
こ
の
環
境
に
着
目
し
た
商
人

の
竹
之
下
松
兵
衛
に
よ
り
黒
酢
造
り
が
始
め
ら
れ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
も
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
製

法
で
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
日
本
料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
調

味
料
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
き
た
酢
。
ま
ろ
や
か
な

味
覚
と
す
ぐ
れ
た
殺
菌
力
、
そ
し
て
豊
富
な
ア
ミ

ノ
酸
は
「
酢
は
体
に
良
い
」
と
い
う
食
生
活
の
知

恵
を
私
た
ち
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
黒
酢
を
使
っ
た
酢
豚
を
作
っ
て
く

れ
た
福
山
食
生
活
改
善
推
進
員
の
大
平
栄
子
さ
ん

は
、「
黒
酢
は
疲
労
回
復
や
食
欲
増
進
に
大
き
な

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
ま
た
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に

す
る
な
ど
健
康
増
進
に
は
最
適
の
食
材
で
す
ね
。

黒
酢
を
も
っ
と
食
卓
に
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（
福
山
地
区
）
事
務
局
☎
（
55
）
２
１
１
１
鹿

児
島
県
天
然
つ
ぼ
づ
く
り
米
酢
協
議
会
事
務
局

☎
０
９
９
（
２
５
８
）
１
７
７
７

HOW TO COOK!黒 酢 酢 豚

壷造り黒酢と
地元の野菜を使って
美容・健康・ダイエット

◎
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会   

   

（
福
山
地
区
）
代
表

大
平 

栄
子
さ
ん

酢は人が作りだした最初の調味料だといわれています。
古来、その役目は味をよくするためのものではなく、
薬
やく

餌
じ

、栄養、消毒、殺菌の役割をかねていました。
天然の醸造酢は体の脂肪を燃やそうとする働きや、
疲れのもととなる焦

しょう

性
せい

ブドウ酸を解消する働きがあります。

[材料]（4人分）
黒豚もも肉…300g・下味（濃口しょうゆ
…大さじ2／3・酒…大さじ2／3・しょ
うが汁小さじ１）・片栗粉…適量・玉ねぎ
…１個（180g）しいたけ…3 枚・にんじ
ん…1/2 本（100g）・ゆでたけのこ…120ｇ・
ピーマン…2個・パイン缶…2枚・サラダ
油…大さじ3～ 4・にんにく…1片

合わせ調味料A
砂糖…大さじ3・濃口しょうゆ…大さじ２・
黒酢…大さじ 2～ 3・塩…小さじ1/2・
パイン缶詰汁…1/2カップ・水…大さじ１

合わせ調味料B
片栗粉…大さじ１・水…大さじ１

[作り方]
❶ 野菜を切る。肉を切り下味をつける
（20分おく）。たまねぎ以外の野菜を
下ゆでする。豚肉に片栗粉をつけ油
で揚げる。

❷ 油にニンニクで香りをつけてから野菜
を炒める。合わせ調味料Aを入れ２
分ほど煮てBを入れる。パイナップル
と豚肉を入れてからめる。
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Profile

日髙 浩二さん41
義肢装具士

「
使
う
人
に
合
っ
た
義
足
を
作
り
た
い
」
と
話
す
日
髙

浩
二
さ
ん
。
溝
辺
町
竹
子
で
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
義
足
を

作
っ
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
に
は
障
害
者
の
技
能
を
競
う

大
会
で
日
本
一
に
な
り
、
翌
年
に
は
世
界
大
会
に
日
本
代

表
と
し
て
出
場
す
る
な
ど
そ
の
技
術
は
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
髙
さ
ん
の
義
足
は
な
ぜ
使
い
や
す
い
の

か
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
日
髙
さ
ん
の
右
足
に
あ
り
ま

す
。
実
は
日
髙
さ
ん
も
義
足
を
履
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
義
足
を
使
う
人
の
気
持
ち
が
分
か
り
、
使
う
人
の
気

持
ち
に
な
っ
た
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

右
足
の
義
足
は
高
校
２
年
の
と
き
、
病
気
が
原
因
で
右

足
を
切
断
し
た
た
め
。「
当
時
は
、
と
に
か
く
病
気
で
足

が
痛
く
て
寝
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
切
断

す
る
と
聞
か
さ
れ
た
と
き
辛
さ
や
怖
さ
よ
り
も
こ
の
痛
み

か
ら
開
放
さ
れ
る
、
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
し
た
」

そ
ん
な
日
髙
さ
ん
が
義
足
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
高

校
３
年
の
と
き
。「
自
分
の
義
足
を
作
っ
て
み
た
い
」
と

１
年
間
、
義
足
作
り
に
つ
い
て
勉
強
し
、
そ
の
後
、
義
足

を
作
る
会
社
に
入
社
。
平
成
13
年
溝
辺
町
に
日
髙
義
肢
を

開
業
し
ま
し
た
。

日
髙
さ
ん
の
一
番
の
楽
し
み
は
剣
道
。
５
年
前
長
男
が

溝
辺
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
入
団
。
子
ど
も
の
練
習
を

見
に
行
く
に
つ
れ
中
学
生
の
こ
ろ
剣
道
を
し
て
い
た
懐
か

し
さ
が
よ
み
が
え
り
剣
道
を
始
め
ま
し
た
。
義
足
の
た
め

瞬
発
力
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
持
ち
前
の
頑
張
り
で
昨

年
、
長
男
と
受
け
た
初
段
試
験
に
見
事
合
格
。
そ
ん
な
日

髙
さ
ん
の
姿
を
見
て
５
人
の
子
ど
も
全
員
が
剣
道
を
し
て

い
る
剣
道
一
家
で
す
。

「
私
は
子
ど
も
と
剣
道
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で

す
。
義
足
で
も
思
い
っ
き
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
幸
せ
な

気
分
に
な
れ
る
よ
う
な
義
足
を
作
り
た
い
」
と
話
す
日
髙

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
が
作
っ
た
義
足
で
子
ど
も
た
ち

と
剣
道
を
楽
し
み
ま
す
。

THE SCENE

霧島に生きる

昭和39年9月13日生まれ、41歳。
昭和59年身体障害者職業能力開発機構に入校、昭和
60年義足関係の会社に入社、平成２年義肢装具士取
得、平成８年１級技能士取得、平成13年日高義肢開
業、平成14年全日本障害者技能競技大会金賞厚生労
働大臣賞受賞、平成15年第６回障害者技能競技世界
大会出場、平成17年剣道初段取得

私の作った義足で
幸せを感じてほしい
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私
は
戦
後
間
も
な
い
昭
和

21
年
、
隼
人
町
小
浜
に

あ
る
母
の
実
家
で
生
ま

れ
、
郷
里
を
離
れ
40
数
年
に
な
り
ま

す
。
子
供
の
こ
ろ
夏
休
み
に
な
る
と

小
浜
海
岸
で
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
て
遊

ん
だ
の
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ

れ
ま
す
。
自
転
車
の
リ
ム
を
矢
に
し

た
竹
製
の
水
中
銃
を
作
り
、
素
潜
り

で
ワ
タ
リ
ガ
ニ
や
魚
を
捕
っ
て
遊
ん
だ

記
億
や
、
ヤ
マ
モ
モ
の
木
に
よ
じ
登
って

服
を
真
っ
赤
に
染
め
な
が
ら
、
口
いっ

ぱ
い
に
ほ
お
ば
っ
て
食
べ
た
確
か
な
自

然
と
の
繋
が
り
が
私
の
原
風
景
と
し

て
心
に
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
、

隼
人
塚
の
近
く
の
県
営
住
宅
に
住
み
、

富
隈
小
学
校
６
年
ま
で
の
12
年
間
を

隼
人
で
過
ご
し
ま
し
た
。
父
が
高
校

の
美
術
教
師
を
し
て
お
り
、
霧
島
に

は
露
天
風
呂
の
あ
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
数

泊
す
る
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
よ
く
つ
れ
て

いって
も
ら
い
ま
し
た
。
当
時
の
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
を
見
る
と
遠
景
の
韓
国
岳
や

高
千
穂
峰
を
背
景
に
、
手
前
の
山
麓

の
明
る
い
日
差
し
に
映
え
る
緑
が
鮮
や

か
に
記
億
の
奥
か
ら
蘇
り
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
て
東
京
の
大
学
に

進
み
、
そ
の
後
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
就
職
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
企
画
や
展
示
設

計
の
仕
事
に
従
事
し
て
、
日
本
各
地

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
づ
く
り
に
36
年
間
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
内
で

も
い
く
つ
か
手
が
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
特
に
「
鹿
児
島
県
歴
史

資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
」
は
、
担
当

責
任
者
と
し
て
展
示
基
本
構
想
か
ら

工
事
完
了
ま
で
、
約
11
年
間
に
わ
た

り
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
私
の

人
生
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
霧
島
市
内
の
「
上

野
原
縄
文
の
森
展
示
館
」
も
私
ど
も

で
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
中
心
に
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
も
参
画
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
全
体
を
ま
る

ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
と
ら
え
る

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
ま
ち
づ

く
り
で
す
。
今
ま
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

が
建
物
の
中
に
「
も
の
」
を
集
め
て

展
示
し
て
見
せ
る
の
に
対
し
て
、
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
地
域
内
に
点
在
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
遺
産
（
自
然
遺
産･

歴
史
遺
産･

文
化
遺
産･

産
業
遺
産
）

を
保
存
し
な
が
ら
周
辺
を
含
め
て
整

備
し
、
現
地
に
お
い
て
見
せ
る
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
遺
産
は
現
存
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
人
知
れ
ず
埋
も

れ
て
し
ま
っ
て
人
々
の
記
憶
の
中
だ
け

に
残
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。

顕
在
化
し
て
い
な
い
人
々
の
記
憶
に
沈

ん
で
い
る
も
の
も
含
め
て
発
掘
し
新
し

い
角
度
か
ら
光
を
当
て
地
域
の
宝
に

再
生
し
ま
す
。

展
示
が
ま
ち
を
つ
く
る

人々
に
共
感
や
感
動
を
し

て
も
ら
う
に
は
、
ま
ち

づ
く
り
に
も
展
示
技
術

が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
展
示
の

技
術
は
、
分
か
り
や
す
く
し
か
も
楽

し
く
伝
え
る
技
術
で
あ
り
、
ま
ち
全

体
を
展
示
場
と
し
て
捉
え
、
何
を
ど

の
よ
う
に
見
せ
る
か
、
注
意
を
う
な

ま
ち
づ
く
り
を

文
化
の
域
ま
で

た
か
め
る

こ
の
ペ
ー
ジ
は
第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

霧
島
市
に
何
ら
か
の
形
で
ご
縁
の
あ
る
方
々
で
、

縁
の
あ
っ
た
「
人
」「
自
然
」「
文
化
」
な
ど
を
題
材
に
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
が
霧
島
市
の
よ
さ
を
再
認
識
し
た
り
、

新
し
い
価
値
観
を
再
発
見
で
き
た
り
す
る
紙
面
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
を
創
造
す
る
核
の
一
つ
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

5
第

回

小浜海水浴場
市内に二つある海水浴場の一つ。
桜島が目の前に広がる景色のよい

遠浅の海岸には
家族連れなどの海水浴客が訪れる。
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が
す
伝
え
方
、
見
せ
方
と
い
う
伝
達

技
術
が
現
在
ど
の
地
域
で
も
不
足
し

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
地
域
に
残

る
遺
産
を
学
際
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
調
査
し
た
情
報
を
も
と
に
し

て
、
展
示
シ
ナ
リ
オ
を
つ
く
り
展
示

計
画
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
宝
で
あ
る
「
遺

産
」（
嘉
例
川
駅
な
ど
）
を
展
示
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
存
在
の
周
辺
に

見
え
な
い
時
間
や
、
知
の
結
集
、
さ

ら
に
は
情
熱
と
いっ
た
形
の
な
い
も
の

が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
集
め

編
み
再
編
集
す
る
こ
と
が
展
示
シ
ナ

リ
オ
づ
く
り
で
す
。
人
々
に
何
か
を

伝
え
た
い
場
合
、
語
り
に
よ
る
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
が
重
要
な
要
素
と
な
り
ま

す
。
一
般
的
に
言
っ
て
私
た
ち
の
経
験

や
知
識
、
思
考
の
大
部
分
は
物
語
と

い
う
形
で
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

す
ん
な
り
と
理
解
で
き
ま
す
。
そ
こ

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
宝
で
あ
る

事
実
を
物
語
の
「
文
脈
」
に
取
り
入

れ
、
感
情
的
表
現
を
盛
り
込
む
こ
と

が
重
要
で
す
。
こ
の
感
情
に
よ
っ
て
豊

か
に
な
っ
た
文
脈
こ
そ
多
く
の
人
々
に

共
感･

感
動
を
生
み
出
し
地
域
の
魅

力
が
高
ま
り
ま
す
。

近
年
、
昭
和
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
刺
激
す
る
博
物
館
や

ま
ち
づ
く
り
（
豊
後
高
田
市
）
が
増

え
、
多
く
の
入
館
者
、
来
訪
者
を
集

め
て
い
ま
す
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
浸
る

と
き
、
人
は
純
粋
で
感
動
的
な
気
持

ち
に
な
り
、
強
い
絆
と
し
て
信
頼
関

係
を
築
き
ま
す
。
そ
の
作
用
を
ま
ち

づ
く
り
展
示
の
中
に
編
み
込
ん
で
作

り
、
情
感
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
リ

ピ
ー
タ
ー
力
の
あ
る
展
示
の一つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
展
示
の
芸
術
性
も
重
要

で
す
。
ど
の
よ
う
に
美
し
く
感
動
を

も
っ
て
見
せ
ら
れ
る
か
、
す
ば
ら
し
い

も
の
、
美
し
い
も
の
を
見
た
と
き
は
気

高
い
感
動
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
し
て

よ
り
深
い
理
解
へつ
な
が
り
ま
す
。
美

し
い
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョン
（
学
び
）
の一つ
で
す
。
い
く
ら

中
身
が
良
く
て
も
、
美
し
い
装
い
を

持
ち
合
わ
せ
な
い
も
の
は
文
化
的
と
言

え
ま
せ
ん
の
で
、
町
づ
く
り
を
文
化
の

域
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
技
術
的
な
面
に
お
い
て
は
、

そ
の
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち

全
体
の
プ
ラ
ン
に
お
い
て
計
画
さ
れ
る

演
出
方
法
の
検
討
や
、
動
線
、
解
説
、

照
明
、
色
彩
な
ど
の
計
画
の
技
術
を

ま
ち
づ
く
り
の
全
体
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
、
展
示
が
ま
ち
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

豊
か
な
時
代
に
お
い
て
は
、

多
く
の
人
が
も
っ
と
自

由
に
自
己
と
人
生
の
意

義
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
豊
か
に
生
活
を
送
る

人
の
増
加
に
と
も
な
い
、
地
域
と
い

う
舞
台
の
中
で
生
活
の
意
義
を
追

及
す
る
よ
う
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
の
こ
と
を
語
る
物
語
も
、
自
分

た
ち
に
語
り
か
け
る
物
語
も
含
め
意

義
を
追
求
し
た
い
と
思
う
人
が
、
各

地
で
地
域
づ
く
り
に
参
画
し
て
き
て

い
ま
す
。
行
政
は
裏
方
で
支
援
し
、

住
民
が
主
役
に
な
っ
て
、
外
部
の
成

功
事
例
や
外
部
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か

ら
の
支
援
や
助
言
を
受
け
な
が
ら
自

分
た
ち
の
手
で
進
め
る
こ
と
が
最
も

重
要
な
地
域
づ
く
り
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

さ
と
み  

ち
か
ゆ
き
（
59
歳
）
霧
島
市
（
隼
人
町
生
ま
れ
）
出
身
。

㈱
丹
青
研
究
所
取
締
役
常
務
副
所
長
。
常
磐
大
学
大
学
院
兼
任
教
授
。

㈱
丹
青
社
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画･

展
示
デ
ザ
イ
ン
部
門
の
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
長
を
経
て
、

丹
青
研
究
所
で
文
化
施
設
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
調
査
、
研
究
等
を
手
が
け
る
。

著
書
に
「
現
代
博
物
館
論
」
共
著
、

「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
理
論
と
実
践
」
共
著
な
ど
が
あ
る
。

隼
人
町
の
「
南
風
の
生
活
文
化
展
」
審
査
員
を
務
め
た
。

現
在
、
農
林
水
産
省
の
田
園
空
間
博
物
館
整
備
中
央
委
員
、
日
本
展
示
学
会
理
事
、

全
国
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
協
会
理
事
な
ど
を
務
め
る
。

地
域

づ
く
り

文

里
見 

親
幸

Regional

C
reate

Satom
i  C

hikayuki

上野原縄文の森展示館
丹青研究所が手がけた展示館。

約１万年間続いた縄文時代の移り変わりや
縄文時代の上野原に生きた
人々の息吹を感じる。

エ
ッ
セ
ー

Essais
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0
1

Ｃ
Ｉ
Ｒ（
国
際
交
流
員
）紹
介

羅ら

芳ほ
う

（
中
国
）

ニ
ー
ハ
オ
（
こ
ん
に
ち
は
）、
中

国
湖
南
省
か
ら
参
り
ま
し
た
。
日
本

と
、
日
本
人
に
す
ご
く
興
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
中
国
に
興
味

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
私
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。
シ
エ
シ
エ
！

ネ
イ
セ
ン
・
ポ
ー
ル
・
ア
ペ
ル

（
ア
メ
リ
カ
）

こ
ん
に
ち
は
!
ア
メ
リ
カ
の
西
海

岸
に
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら

参
り
ま
し
た
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
出

身
で
す
。
二
年
間
、
霧
島
町
役
場
に

勤
め
ま
し
た
。
最
後
の
一
年
間
、
が

ん
ば
っ
て
い
い
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い

作
り
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）紹
介

ロ
ビ
ン 

キ
ン
グ
（
ア
メ
リ
カ
）

ハ
ロ
ー
。
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
か
ら
来
ま
し
た
。
霧
島
市
の

人
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
温
か

い
人
た
ち
ば
か
り
で
す
。
こ
こ
に
来

て
ま
だ
２
週
間
で
す
が
、
大
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
私
を
街
で
見
か
け
た

ら
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ド
レ
ア 

リ
ヴ
ジ
ィ
ー

（
イ
ギ
リ
ス
）

こ
ん
に
ち
は
。
８
月
に
日
本
に
来

て
か
ら
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
す
。
９
月
か
ら
学
校
へ
行
き
多
く

の
人
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

キ
ャ
ロ
リ
ン 

ウ
ェ
ン
グ

（
カ
ナ
ダ
）

こ
ん
に
ち
は
。
カ
ナ
ダ
の
バ
ン

ク
ー
バ
ー
か
ら
来
ま
し
た
。
私
の
趣

味
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
ス
ケ
ー
ト
で

す
。
霧
島
市
に
こ
れ
て
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に

会
え
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

ジ
ョ
ナ
サ
ン 

ク
オ
（
カ
ナ
ダ
）

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
カ
ナ
ダ
の

バ
ン
ク
ー
バ
ー
出
身
で
す
。
８
月
に

福
山
に
来
ま
し
た
。
私
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
ハ
イ
キ
ン
グ
が
好
き
で
す
。

日
本
の
お
祭
り
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

日
本
語
と
日
本
の
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

災
害
に
関
す
る
市
税
・
介
護

保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

火
災
、
震
災
、
水
害
、
台
風
な
ど

の
災
害
に
あ
わ
れ
た
場
合
、
被
災
時

以
降
の
納
期
分
の
市
民
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
固
定
資
産
税
、
都
市
計

画
税
お
よ
び
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
市
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介

護
保
険
料
の
減
免
】

納
税
義
務
者
が
災
害
で
死
亡
し
た

場
合
。
ま
た
は
障
害
者
と
な
っ
た
場

合
。自

己
所
有
（
配
偶
者
お
よ
び
扶
養

親
族
所
有
分
を
含
む
）
の
住
宅
や
家

財
に
つ
い
て
、
災
害
に
よ
り
受
け
た

損
害
の
金
額
（
保
険
金
、
損
害
賠
償

金
な
ど
に
よ
っ
て
、
補
て
ん
さ
れ
る

金
額
を
除
く
）
が
全
体
の
10
分
の
３

以
上
で
、
合
計
所
得
金
額
が
１
、
０

０
０
万
円
以
下
の
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
翌
年
度
の
申
告
に
お
い
て
、

雑
損
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

農
作
物
の
減
収
に
よ
る
損
失
額
が

平
年
の
収
入
額
の
10
分
の
３
以
上
で
、

前
年
中
の
合
計
所
得
額
が
１
、０
０

０
万
円
以
下
で
も
減
免
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※ 

以
上
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
そ
の

ほ
か
一
定
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減

免
】所

有
す
る
固
定
資
産
（
土
地
・
家

屋
・
償
却
）
に
使
用
す
る
う
え
で
の

支
障
が
生
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
の

被
害
規
模
が
10
分
の
２
以
上
で
あ
る

場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

被
災
の
程
度
に
応
じ
て
減
免
さ
れ

る
割
合
が
変
わ
り
、
損
害
が
少
な
い

と
減
免
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
例

・ 

土
砂
の
流
出
、
地
す
べ
り
な
ど
に

よ
り
、
田
・
畑
・
山
林
な
ど
に
被

害
を
受
け
た
。

・ 

風
雨
・
倒
木
な
ど
に
よ
り
、
居
宅

や
倉
庫
の
屋
根
・
外
壁
に
被
害
を

受
け
、
雨
漏
り
・
吹
き
込
み
な
ど

に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ

て
い
る
。

・  

火
災
に
よ
る
家
屋
の
全
焼
・
半
焼

な
ど
。

●
対
象
と
な
ら
な
い
例

・ 

瓦
や
雨
戸
が
風
雨
に
よ
っ
て
飛
ば

さ
れ
た
り
、
飛
ん
で
き
た
瓦
や
木

の
枝
で
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
。

・ 

ボ
ヤ
で
壁
紙
の
一
部
を
焼
い
た
。

【
申
請
の
手
続
き
】

減
免
を
申
請
す
る
場
合
は
、
税
務

課
備
え
付
け
の
申
請
書
に
、
り
災
証

明
を
添
付
し
て
、
災
害
発
生
後
60
日

以
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

り
災
証
明
に
つ
い
て
は
、
火
災
の

場
合
は
中
央
消
防
署
、
北
消
防
署
ま

た
は
各
分
遣
所
、
火
災
以
外
の
場
合

は
総
務
課
総
務
防
災
係
、
ま
た
は
各

総
合
支
所
総
務
課
の
管
理
防
災
係
で

発
行
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
建
物
損
害
保
険
な
ど
の
対

象
の
被
害
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も

税
金
の
減
免
が
適
用
さ
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
民
税

係
・
固
定
資
産
税
係
☎（
64
）０
９

０
２
ま
た
は
各
総
合
支
所
税
務
課
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犬
・
ね
こ
の
飼
い
方
に

つ
い
て

● 

犬
や
ね
こ
は
終
し
ゅ
う

生せ
い

飼し

養よ
う

が
基
本
で

す
。愛
情
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

● 

ペ
ッ
ト
の
糞ふ
ん

の
処
理
は
、
飼
い
主

の
責
任
で
す
。

● 

夜
間
の
放
し
飼
い
な
ど
、
他
の
方

に
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
飼
い
ま

し
ょ
う
。

● 

飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
責
任

を
持
っ
て
新
し
い
飼
い
主
を
探
し

ま
し
ょ
う
。

動
物
の
愛
護
お
よ
び

管
理
に
つ
い
て

● 

動
物
の
譲
渡
・
販
売
に
は
保
健
所

へ
の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

（
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
）

【
許
可
が
必
要
な
業
種
】

＊
販
売
業
＝
動
物
の
譲
渡
・
販
売

＊ 

保
管
業
＝
ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
・
ペ
ッ

ト
美
容
・
ペ
ッ
ト
シ
ッ
タ
ー

＊ 

貸
出
業
＝
ペ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
（
タ

レ
ン
ト
・
繁
殖
目
的
等
）

＊ 

訓
練
業
＝
動
物
の
訓
練
・
調
教
・

出
張
訓
練

＊ 

展
示
業
＝
動
物
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
・
乗
馬
施
設
・
動
物
園
等

● 

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
、
犬
・

ね
こ
の
引
取
は
有
料
と
な
り
ま

す
。

・ 

犬
＝
１
頭
２
、０
０
０
円
（
91
日

齢
未
満
４
０
０
円
）

・ 

ね
こ
＝
１
頭
１
、
０
０
０
円
（
91

日
齢
未
満
２
０
０
円
）

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
保
健
所
衛

生
課
☎
（
42
）
０
４
８
０

犬
の
登
録
お
よ
び
狂
犬
病

予
防
注
射
に
つ
い
て

● 

犬
は
生
涯
１
回
の
登
録
と
、
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
必
要
で

す
。

・
犬
の
登
録
手
数
料
＝
３
、０
０
０

　

円
・ 

狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料
＝
３
、

０
０
０
円

● 

犬
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
死
亡
届

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

● 

犬
や
飼
い
主
の
住
所
が
変
わ
っ
た

り
、
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場
合
も
、

届
出
が
必
要
で
す
。

● 

犬
の
鑑
札
や
注
射
済
票
は
、
犬
に

付
け
ま
し
ょ
う
。
犬
が
逃
げ
出
し

て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
速
や
か
に

飼
い
主
の
方
に
連
絡
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

● 

犬
の
鑑
札
や
注
射
済
票
を
紛
失
し

た
場
合
、
再
交
付
を
行
い
ま
す
の

で
届
出
が
必
要
で
す
。

・ 

鑑
札
の
再
交
付
手
数
料
＝
１
、
６

０
０
円

・ 

注
射
済
票
の
再
交
付
手
数
料
＝
３

４
０
円

犬
の
鑑
札
の
差
し
替
え
に

つ
い
て

○ 

旧
１
市
６
町
で
交
付
さ
れ
た
犬
の

鑑
札
に
つ
い
て
、
霧
島
市
の
鑑
札

に
差
し
替
え
る
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所

ご
と
に
発
送
し
て
い
ま
す
。
既
に

犬
が
亡
く
な
っ
て
い
た
り
、
住
所

や
飼
い
主
な
ど
が
変
更
に
な
っ
て

い
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課
生

活
環
境
政
策
係
☎
（
64
）
０
９
５

０
ま
た
は
各
総
合
支
所
環
境
衛
生

係

健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い

霧
島
市
健
康
運
動
普
及
推
進
員
会

こ
れ
ま
で
国
分
・
隼
人
・
牧
園
地

区
で
、
地
区
公
民
館
推
薦
者
や
広
報

募
集
で
の
応
募
者
を
対
象
に
養
成
さ

れ
、
ま
た
健
康
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
参
加
者
が
組
織
へ
と
発
展

し
て
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
、
霧
島
市
運
動
普
及

推
進
員
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

運
動
普
及
推
進
員
会
の
目
的　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
生
活
の
質
の

向
上
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
市
民

に
健
康
と
運
動
の
知
識
を
普
及
し
、

日
常
生
活
の
中
に
運
動
習
慣
を
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
推
進
し
ま
す
。

運
動
普
及
推
進
員
会
の
活
動
内
容

① 

基
本
健
康
診
査
結
果
報
告
会
（
対

象
65
歳
以
上
）
で
の
運
動
機
能

チ
ェ
ッ
ク
。

② 

高
齢
者
へ
の
運
動
普
及
活
動
（
老

人
ク
ラ
ブ
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な

ど
で
の
運
動
指
導
）。

③ 

健
康
増
進
大
会
（
健
康
ま
つ
り
）

へ
の
参
加
。【
11
月
12
日
（
日
）

開
催
】

④
転
倒
予
防
教
室
へ
の
参
加
。

⑤
研
修
会
へ
の
参
加
。

な
ど
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
隼
人
地
区
29
人
、
国
分
地

区
20
人
、
牧
園
地
区
７
人
が
所
属
し
、

常
に
研
修
会
等
で
研
鑽
を
積
み
な
が

ら
、
地
域
や
市
の
保
健
事
業
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
運
動
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。

ご
紹
介
し
て
い
る
運
動
は
、
無
理

な
く
、
楽
し
く
で
き
る
も
の
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
体
操
で
お

な
じ
み
の
「
み
ん
な
の
体
操
」
で
体

を
ほ
ぐ
し
、
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ

て
い
る
音
楽
に
合
わ
せ
て
「
タ
オ
ル

体
操
」
や
「
指
体
操
」
も
行
い
ま
す
。

楽
し
い
ゲ
ー
ム
の
紹
介
で
は
、
明
る

く
元
気
な
笑
い
声
が
響
き
、
運
動
を

実
践
す
る
だ
け
で
は
な
く
元
気
な
パ

ワ
ー
も
分
け
合
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
国
分
・
隼
人
・
牧
園
地

区
の
み
の
活
動
で
す
が
、
今
後
は
全

地
区
で
運
動
普
及
推
進
員
を
養
成
し
、

市
全
体
に
活
動
を
広
げ
る
予
定
で
す
。

医
療
講
演
会

「
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
最
前
線
」

・ 

演
題
＝
「
リ
ウ
マ
チ
治
療
の
現
状
」

泉
原
リ
ウ
マ
チ
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長 

泉
原
智
麿
先
生

・ 

演
題
＝
「
リ
ウ
マ
チ
脚
（
股
・
膝
・

足
）
の
リ
ハ
ビ
リ
・
手
術
治
療
と

骨
粗
鬆
症
」
中
川
整
形
外
科
医
院

院
長 

中
川　

悟
先
生

・ 

日
時
＝
10
月
１
日
（
日
）
午
後
２

時
〜
４
時
30
分

・
場
所
＝
サ
ン
・
あ
も
り
（
隼
人
町
）

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
本
リ
ウ
マ
チ

友
の
会
☎
０
９
９
（
２
６
５
）
１

４
２
３

個
別
基
本
健
診

平
成
18
年
度
か
ら
、
71
歳
以
上
の

方
の
基
本
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、

霧
島
市
内
の
個
別
基
本
健
康
診
査
委

託
協
力
病
院
で
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
実
施
し
ま
し
た
。
都
合
に
よ
り

受
診
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
10
月
２

日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
に
同
じ
く
委

託
協
力
病
院
で
受
診
で
き
ま
す
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課
健

康
増
進
係
☎
（
64
）
０
９
０
５
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「
時
に
よ
り
す
ぐ
れ
ば
民
の
な
げ
き
な
り

八は
ち

大だ
い

竜
り
ゅ
う

王お
う

雨あ
め

や
め
た
ま
え
」

こ
れ
は
鎌
倉
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
の
息
子
、

三
代
将
軍
源
実
朝
の
和
歌
。

「
八
大
竜
王
」
と
は
、
仏
教
思
想
で
考
え
ら

れ
た
八
頭
の
竜
の
こ
と
で
す
。

今
年
の
梅
雨
は
七
月
末
ま
で
続
き
ま
し
た
。

わ
が
鹿
児
島
県
で
も
、
宮
之
城
・
大
口
・
吉
松

な
ど
の
町
は
川
内
川
が
溢
れ
、
大
洪
水
の
被
害

に
遭
い
ま
し
た
。

実
朝
の
生
き
た
鎌
倉
時
代
か
ら
お
よ
そ
八
百

年
経
っ
た
現
在
で
も
、
こ
の
よ
う
に
大
雨
に
よ

る
災
害
は
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
々
も
あ
き
ら
め
て
い
ま

せ
ん
。
い
つ
の
時
代
も
治
水
対
策
は
そ
の
地
域

を
治
め
る
者
の
重
要
な
課
題
で
し
た
。

私
た
ち
の
郷
土
に
は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

治
水
対
策
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
、

「
新
川
掘
り
」
あ
る
い
は
「
新
川
川
筋
直
し
」

と
呼
ば
れ
る
河
川
改
修
に
つ
い
て
お
話
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

京
セ
ラ
ホ
テ
ル
近
く
の
参
宮
橋
か
ら
下
流
を
、

地
元
の
人
は
「
新
川
」
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。

新
川
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
人
工
的

に
新
し
く
作
ら
れ
た
川
の
意
味
で
す
。

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
模
写

さ
れ
た
国
分
城
下
の
古
地
図
に
は
野

口
辺
り
か
ら
大
き
く
曲
が
り
く
ね
っ

て
流
れ
る
川
の
様
子
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
川
は
現
在
の
国
分
シ
ビ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
か
ら
舞
鶴
中
学
校
付
近
を

通
り
、
東
南
に
向
か
い
湊
・
下
井
へ

か
け
て
流
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
付
近
を

広
瀬
川
と
言
っ
て
お
り
、
今
も
広
瀬
の
地
名
が

残
っ
て
い
ま
す
。

府
中
・
松
木
・
福
島
・
湊
の
小
字
を
見
て
い

く
と
、
○
川
原
、
○
古
川
、
水
流
、
中
島
な
ど

の
川
や
岸
辺
、
中
州
に
関
係
の
あ
る
地
名
が
固

ま
っ
て
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
色
を
塗
っ
て
い

け
ば
、
元
の
川
の
流
れ
を
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
集
落
は
当
時
の
河
川
に
沿
っ

て
点
在
し
て
お
り
、
航
空
写
真
で
見
れ
ば
こ
れ

が
一
目
で
分
り
ま
す
。

こ
の
蛇
行
し
た
川
は
大
雨
が
降
る
と
氾
濫
を

く
り
返
し
、
田
畑
を
水
浸
し
に
し
た
り
、
人
家

を
押
し
流
し
た
り
し
て
、
人
々
を
苦
し
め
ま
し

た
。そ

こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
、
氾
濫
を
く
り
か

え
す
元
凶
の
蛇
行
し
た
川
を
せ
き
止
め
、
新
た

に
ま
っ
す
ぐ
な
川
を
掘
り
、
川
水
を
海
に
流
す

方
法
で
し
た
。
そ
の
経
緯
を
『
島
津
国
史
』
が

次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
ま
す
。

「
藩
主
光
久
が
江
戸
に
出
る
途
中
、
国
分
に

立
ち
寄
っ
た
。
そ
の
時
、
殿
様
は
村
人
に
困
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い
か
尋
ね
ら
れ
た
。
村
人
は

口
を
そ
ろ
え
て
、
毎
年
春
と
夏
の
境
目
に
大
津

川
が
氾
濫
し
、
田
畑
は
水
没
、
家
は
壊
さ
れ
、

困
っ
て
い
ま
す
と
答
え
た
。
そ
こ
で
光
久
は
川

水
を
引
き
な
お
し
、
南
下
さ
せ
て
大
野
原
（
現

在
の
野
口
）
を
通
す
方
法
を
考
え
、
国
分
地
頭

を
通
し
て
、
家
老
島
津
久
通
に
伝
え
さ
せ
た
。

そ
こ
で
溝
を
掘
り
，
堤
防
を
築
い
て
、
大
津
川

を
大
野
原
へ
通
し
導
い
た
。
工
事
は
四
年
か

か
っ
て
完
成
し
た
。
水
は
流
れ
を
変
え
、
南
下

し
て
住
吉
村
に
来
て
海
に
入
っ
た
。
水
の
害
が

な
く
な
っ
た
。
新
川
と
名
前
を
付
け
た
。」

家
老
島
津
久
通
の
系
図（
宮
之
城
町
郷
土
史
）

に
は
、
久
通
が
新
川
改
修
の
責
任
者
に
命
じ
ら

れ
た
こ
と
、
川
筋
治
し
で
で
き
た
田
ん
ぼ
が
五

千
余
石
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
久
通
は
自
ら

「
新し

ん

河か
わ

始し

末ま
つ

之の

記き

」を
杉
板
に
書
い
て
、小
村（
現

在
の
広
瀬
）
の
福
庵
寺
に
懸
け
た
と
い
う
こ
と

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
も
し
こ
の
始
末
記
が

残
っ
て
い
た
ら
、
新
川
掘
り
の
工
事
の
様
子
が

詳
し
く
わ
か
っ
た
と
思
う
と
残
念
で
す
。

川
筋
直
し
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
な
わ
れ

た
の
か
。
次
号
は
、
こ
れ
ま
で
わ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
川
筋
直
し
の
詳
し
い
工
法
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
責
＝
藤

【
其
の
１
】
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心
臓
は
拡
張
と
収
縮
を
繰
り
返
し
、
血
液
を

全
身
に
送
り
届
け
る
ポ
ン
プ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
心
臓
に
血
液
（
栄
養
、
酸
素
）
を

供
給
す
る
た
め
の
血
管
が
心
臓
を
包
む
よ
う
に

分
布
し
て
お
り
、こ
れ
を
冠
動
脈
（
冠
状
動
脈
）

と
い
い
ま
す
。
狭
心
症
は
こ
の
冠
動
脈
が
動

脈
硬
化
や
血
管
の
け
い
れ
ん
に
よ
っ
て
狭
く
な

り
、
心
臓
が
十
分
に
働
く
た
め
の
血
液
が
流
れ

ず
、
心
臓
が
酸
素
不
足
・
栄
養
不
足
に
な
っ
て

胸
の
痛
み
や
圧
迫
感
が
起
こ
る
病
気
で
す
。
さ

ら
に
、冠
動
脈
の
一
部
が
血
液
の
固
ま
り
（
血
栓
）

な
ど
に
よ
っ
て
詰
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
心
臓
の

筋
肉
が
障
害
を
受
け
、
そ
の
部
分
が
動
か
な
く

な
り
ま
す
。
す
る
と
、
と
て
も
激
し
い
胸
痛
や

冷
汗
・
吐
き
気
が
生
じ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ

の
ま
ま
意
識
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。こ
れ
が
、

急
性
心
筋
梗
塞
と
い
う
病
気
で
す
。
現
在
で
も

約
３
割
の
患
者
さ
ん
が
病
院
到
着
前
に
命
を
落

と
し
、
ま
た
病
院
に
搬
入
さ
れ
て
も
１
割
弱
の

患
者
さ
ん
が
助
か
ら
な
い
重
い
病
気
で
す
。

体
に
負
担
を
与
え
な
い
Ｃ
Ｔ

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
が
疑
わ
れ
た
場
合
、
心

電
図
や
心
臓
超
音
波
検
査
な
ど
を
し
ま
す
が
、

最
終
的
に
は
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
と
よ
ば
れ

る
検
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
と
は
、
足
の
付
け
根
・
手
首
・
肘
な
ど

の
血
管
（
動
脈
）
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
と
よ
ば
れ

る
直
径
２
㍉
㍍
前
後
の
細
い
管
を
入
れ
、
造
影

剤
を
使
っ
て
冠
動
脈
を
写
し
出
す
検
査
で
す
。

現
在
は
検
査
の
技
術
や
器
具
が
進
化
し
、
か
な

り
安
全
に
行
え
る
検
査
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
数
日
間
の
入
院
が
必
要
で
、
ま
た

頻
度
的
に
は
非
常
に
少
な
い
で
す
が
、
検
査
に

よ
っ
て
血
管
損
傷
や
脳
梗
塞
な
ど
の
非
常
に
重

い
合
併
症
を
生
じ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
経

験
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
検

査
室
の
狭
い
台
に
乗
せ
ら
れ
、
体
の
中
に
（
ま

し
て
や
心
臓
に
）
管
を
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、

考
え
た
だ
け
で
も
非
常
に
恐
い
も
の
で
す
。
こ

れ
ま
で
は
心
臓
の
血
管
を
詳
し
く
検
査
す
る
た

め
に
は
、
こ
の
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
Ｃ
Ｔ(

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
法)

の
進
歩
に
よ
っ
て
、

体
に
ほ
と
ん
ど
負
担
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
心

臓
の
血
管
の
状
態
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

Ｃ
Ｔ
と
い
え
ば
、
脳
・
肺
・
腹
部
の
臓
器
な

ど
を
調
べ
る
た
め
に
非
常
に
有
用
な
検
査
で
す

が
、
心
臓
の
血
管
を
写
し
出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
が
、
最
も
新
し
い
Ｃ
Ｔ
装

置
で
は
、
か
な
り
正
確
に
判
断
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
下
の
写
真
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。
心
臓
の
表
面
を
走
る
冠
動
脈
が
き
れ

い
に
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
、

通
常
の
点
滴
と
同
じ
よ
う
に
、
静
脈
に
造
影
剤

を
注
入
し
、
あ
と
は
数
秒
間
の
息
止
め
を
し
て

も
ら
う
だ
け
で
短
時
間
に
撮
影
が
終
了
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
入
院
は
必
要
な
く
外
来
で
で
き
る
検

査
で
す
。

現
在
は
食
事
の
欧
米
化
や
日
常
の
運
動
不
足

な
ど
に
よ
っ
て
、
動
脈
硬
化
の
頻
度
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
腹
部
肥
満
（
ウ

エ
ス
ト
が
男
性
85
㌢
・
女
性
90
㌢
以
上
）
に
高

血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
が
か
ら
む
と
、
心

筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
発
生
率
が
何
倍
も
高

く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
多
く
み
ら
れ
、
大
き

な
注
目
を
あ
び
て
い
る
も
の
で
す
。
何
の
病
気

で
あ
っ
て
も
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
に
も
近
い

う
ち
に
こ
の
新
し
い
Ｃ
Ｔ
装
置
が
導
入
さ
れ
る

予
定
で
す
。
何
か
最
近
、
胸
の
調
子
が
お
か
し

い
と
感
じ
て
い
る
方
（
特
に
、
坂
道
を
上
っ
た

り
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
た
り
し
た
時
に
胸
の

痛
み
や
圧
迫
感
が
出
現
す
る
方
）
や
、
高
血
圧
・

高
脂
血
症
・
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
を
お
も
ち
で

心
臓
病
を
心
配
さ
れ
て
い
る
方
は
、
早
期
発
見

の
た
め
に
早
め
の
受
診
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

やさしい医療講座
霧島市立医師会医療センター

循環器科医長／寺師利彦

M E D I C A L  L E C T U R E

狭
心
症
・
心し

ん

筋き
ん

梗こ
う

塞そ
く

の

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
診
断

心臓ＣＴ

Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
法
）
に
よ
っ
て

撮
影
さ
れ
た
心
臓
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障
害
福
祉
課
介
護
保
険
係
☎（
64
）

０
９
９
５

自
主
文
化
事
業
に
青
少
年
ら

市
民
を
招
待

企
業
と
行
政
、
企
業
と
地
域
、
さ

ら
に
は
企
業
と
市
民
が
一
体
と
な
っ

た
活
気
あ
ふ
れ
る
文
化
の
薫
り
高
い

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
市
内

外
の
企
業
と
個
人
か
ら
霧
島
市
の
自

主
文
化
事
業
、
７
月
の
「
レ
イ
モ

ン
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
の
演
奏
会
に
中
学
校
・

高
等
学
校
で
音
楽
活
動
を
し
て
い
る

生
徒
２
０
０
人
を
、
８
月
の
「T

H
E 

W
IN
D
S O
F GO

D

」
舞
台
公
演
に

も
青
少
年
を
含
め
市
民（
４
０
０
人
）

を
招
待
さ
れ
ま
し
た
。　
　

協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
は
次
の
と

お
り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

㈱
ナ
ン
ニ
チ
、
国
分
電
機
㈱
、
マ

イ
ク
ロ
カ
ッ
ト
㈱
、
ナ
ン
ニ
チ
ホ
ー

ム
、
鎌
田
建
設
㈱
、
㈱
鎌
田
工
業
、

㈱
テ
ク
ノ
ク
ロ
ス
九
州
、
国
分
電
機

大
和
㈱
、
タ
ケ
シ
タ
調
剤
薬
局
、
数

奇
の
宿
野
鶴
亭
、
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト

国
分
店
・
東
郡
元
店
、
国
分
中
央
観

光
㈱
、
ウ
エ
ブ
キ
ャ
ス
ト
㈱
、
森
聖

子
、
竹
下
圭
一
郎

国
分
警
察
署
が
霧
島
警
察
署
へ

管
轄
区
域
も
変
更

10
月
１
日
か
ら
国
分
警
察
署
の
署

名
が
「
霧
島
警
察
署
」
に
変
わ
り
ま

す
。
管
轄
区
域
に
つ
い
て
は
、
加
治

木
警
察
署
の
管
轄
で
あ
っ
た
旧
溝
辺

町
の
区
域
が
新
た
に
管
轄
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
旧
横
川
町
と
旧
牧
園
町

は
、
現
行
の
ま
ま
横
川
警
察
署
が
管

轄
し
ま
す
。

●
運
転
免
許
の
更
新
に
関
す
る
こ
と

① 

更
新
窓
口
（
詳
細
は
更
新
連
絡
書

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

・ 

国
分
、
霧
島
、
溝
辺
、
隼
人
、
福

山
地
区
＝
霧
島
署
・
交
通
安
全
教

育
セ
ン
タ
ー

・ 

横
川
、
牧
園
地
区
＝
横
川
署
・
交

通
安
全
教
育
セ
ン
タ
ー

※ 

優
良
運
転
者
は
、
鹿
児
島
市
内
三

警
察
署
を
除
く
県
内
の
全
て
の
警

察
署
で
申
請
で
き
ま
す
。

② 

９
月
30
日
以
前
に
申
請
さ
れ
た

方
は
、
申
請
し
た
警
察
署
で
講
習
、

免
許
証
の
交
付
と
な
り
ま
す
。

● 

各
種
許
認
可
（
車
庫
証
明
、
道
路

使
用
許
可
、
古
物
、
風
俗
営
業
許

可
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
）
に
関

す
る
こ
と

① 

10
月
１
日
以
降
の
新
規
申
請
等
に

つ
い
て
は
、
新
管
轄
の
警
察
署
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

変
更
日
（
10
／
１
）
の
間
際
に
申

請
さ
れ
た
方
は
、
交
付
の
警
察
署

が
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
時
に
窓
口
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

③ 
旧
管
轄
の
警
察
署
か
ら
交
付
さ
れ

て
い
る
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
管

轄
区
域
変
更
後
も
有
効
で
す
の
で
、

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
相
談
・
要
望
な
ど
に
関
す
る
こ
と

① 

10
月
１
日
以
降
は
、
新
管
轄
の
警

察
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

② 

継
続
中
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
新

警
察
署
が
引
き
継
い
で
担
当
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

● 

事
件
・
事
故
の
届
出
に
関
す
る
こ

と
① 

10
月
１
日
以
降
に
発
生
し
た
事
件
、

事
故
の
対
応
は
、
新
管
轄
の
警
察

署
が
担
当
い
た
し
ま
す
。

② 

緊
急
の
事
件
、
事
故
等
の
場
合
は
、

１
１
０
番
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
国
分
警
察
署
☎

（
47
）
２
１
１
０

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

〜
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
〜

円
（
た
だ
し
、
10
月
１
日
現
在
で

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
６
か

月
未
満
の
方
は
５
、０
０
０
円
）

・ 

申
請
受
付
期
間
＝
10
月
２
日
（
月
）

〜
13
日
（
金
）

※
期
間
厳
守

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所
障

害
福
祉
係
☎（
64
）
０
９
９
５
℻

（
45
）
１
９
０
０

第
２
回
霧
島
市

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
説
明
会
を
開
催

霧
島
市
内
で
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
（
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
、
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
）
の
提
供
を
始
め
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
事
業
予
定
者
は
、

次
の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・ 

日
時
＝
９
月
28
日
（
木
）
午
後
２

時
〜
４
時

・ 

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
大
会
議
室

・ 

内
容
＝
霧
島
市
の
整
備
計
画
お
よ

び
指
定
申
請
手
順
等
に
つ
い
て

・ 

対
象
＝
霧
島
市
内
で
平
成
19
年
度

か
ら
20
年
度
ま
で
に
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
始
め
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
事
業
予
定
者

・
申
込
締
め
切
り
＝
９
月
25
日
（
月
）

※
参
加
者
は
１
法
人
２
人
ま
で

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
高
齢
・

お
知
ら
せ

霧
島
市
福
祉
手
当
を
支
給

重
度
心
身
障
害
児
、
重
度
心
身
障

害
者
と
災
害
遺
児
の
福
祉
増
進
を
目

的
と
し
て
、
霧
島
市
福
祉
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
受
給
資
格
の
あ
る
方

は
、
各
総
合
支
所
福
祉
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
平
成
17
年

度
に
旧
国
分
市
で
本
手
当
て
を
受
給

さ
れ
た
方
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

・ 

受
給
資
格
者
＝
平
成
18
年
10
月
１

日
現
在
、
霧
島
市
に
継
続
し
て
１

年
以
上
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
。

① 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は 

２
級
を
所
持
す
る
者

② 

療
育
手
帳
Ａ
、
Ａ
１
、
Ａ
２
を
所

持
す
る
者

③ 

身
体
障
害
者
手
帳
３
級
と
療
育
手

帳
Ｂ
１
を
あ
わ
せ
て
所
持
す
る
者

④ 

不
慮
の
災
害
の
た
め
に
父
母
の
両

方
も
し
く
は
一
方
が
死
亡
し
た
義

務
教
育
終
了
前
の
者
。
た
だ
し
、

父
ま
た
は
母
が
婚
姻
関
係
（
事
実

上
の
婚
姻
を
含
む
）
に
至
っ
た
者

は
除
く
。

・ 

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
申
請
す
る

方
の
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
本
人
名
義
の
通
帳

（
郵
便
局
を
除
く
）

・ 

手
当
の
額
＝
年
額
１
０
、０
０
０

市からの
お知らせや
募集などの
情報をお届けします。
詳細な情報は掲載されている問い
合わせ先に、ご連絡ください。

◎霧島市からのお知らせ
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10
月
1
日
、
平
成
18
年
事
業
所
・

企
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
ま
す
。（
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ

び
企
業
が
調
査
対
象
に
な
り
ま
す
）

調
査
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
あ

る
い
は
各
種
研
究
用
と
し
て
、
非
常

に
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
っ
て
お
り
、

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
幅
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。
９
月
下
旬
か
ら
事
業
所

や
企
業
に
調
査
員
が
お
伺
い
し
、
調

査
票
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
を
配
布
・
回
収
す

る
調
査
員
は
、「
調
査
員
証
」
を
携

行
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
情
報
政
策
課
統

計
係
☎
（
64
）
０
９
３
３

募　

集

第
３
回「
霧
島・
食
の
文
化
祭
」

ス
タ
ッ
フ
募
集
！

「
子
や
孫
に
残
し
た
い
霧
島
の
食

は
何
で
す
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
霧
島

の
食
文
化
と
暮
ら
し
の
深
い
結
び
つ

き
を
家
庭
料
理
大
集
合
や
伝
統
的
な

行
事
食
の
展
示
、
手
作
り
の
郷
土
菓

子
の
試
食
な
ど
で
学
ぶ
、第
３
回「
霧

島
・
食
の
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

そ
の
際
、
運
営
の
お
手
伝
い
を
い
た

だ
く
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・ 

日
時
＝
11
月
19
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

・ 

場
所
＝
霧
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霧

島
食
育
研
究
会
事
務
局
・
千
葉
☎

℻
（
57
）
１
３
６
０

第
３
回
市
内
史
跡
め
ぐ
り

「
き
り
し
ま
歴
史
散
歩
」

参
加
者
募
集
！

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
近
代
化
遺
産

め
ぐ
り
」
で
す
。

・ 

日
時
＝
９
月
23
日
（
土
）
午
前
９

時
〜
正
午
※
小
雨
決
行

・ 

集
合
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
市
民
広
場

・
集
合
時
間
＝
午
前
８
時
50
分

・
対
象
者
＝
小
学
生
以
上

・
定
員
＝
40
人
（
先
着
順
）

・ 

参
加
費
＝
１
０
０
円
（
資
料
代
・

保
険
料
）

・ 

見
学
場
所
＝
嘉
例
川
駅
、
大
隅
横

川
駅
、
池
田
家
住
宅
主
屋
・
石
倉
、

森
山
家
住
宅
石
倉
他

・ 

申
込
期
間
＝
９
月
12
日
（
火
）
〜

９
月
20
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
文
化
振

興
課
文
化
財
係
☎（
64
）０
９
９
０

相　

談

女
性
相
談

（
毎
月
第
４
火
曜
日
開
設
）

自
分
ら
し
く
生
き
る
っ
て
？
夫
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
。
家
族
、

子
育
て
、
友
人
、
職
場
、
学
校
、
地

域
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

・ 

相
談
日
＝
９
月
26
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

・ 

相
談
員
＝
２
人
（
女
性
相
談
員
）

・ 

相
談
方
法
＝
電
話
相
談
（
面
接
可
）

隼
人
総
合
支
所
☎
（
42
）
１
１
１

１
女
性
相
談
室
へ
お
電
話
く
だ
さ

い
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
総
合
支
所

総
務
課
地
域
振
興
係
☎
内
線
５
０

１
５

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

・ 

日
時
＝
10
月
７
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
５
時

・
場
所
＝
霧
島
市
働
く
婦
人
の
家

・ 

対
象
者
＝
霧
島
市
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
女
性

・ 

相
談
機
関
＝
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
研
究

会
・
コ
ラ
ソ
ン
２
人
の
女
性
相
談

員
（
臨
床
心
理
士
等
）
が
対
応
。

※ 

こ
の
相
談
は
、
企
画
政
策
課
が
委

託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

・ 

申
込
先
＝
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
研
究
会
・

コ
ラ
ソ
ン
☎
０
９
９
（
２
５
４
）

２
６
５
１
（
要
予
約
）

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課
男

女
共
同
参
画
推
進
係
☎
（
64
）
０

９
１
４

講　

座

い
き
い
き
国
分
交
流
セ
ン
タ
ー

健
康
づ
く
り
講
座

●
楽
し
い
リ
ズ
ム
体
操

音
楽
に
合
わ
せ
て
歩
く
レ
ベ
ル
の

運
動
。
体
力
的
に
自
信
の
な
い
方
，

シ
ニ
ア
の
方
大
歓
迎
。

・ 

講
座
①
＝
10
月
４
日
〜
12
月
６
日

（
10
回
講
座
）

・ 

講
座
②
＝
１
月
17
日
〜
３
月
21
日

（
10
回
講
座
）

※ 

ど
ち
ら
も
水
曜
日
の
午
後
２
時
30

分
〜
３
時
30
分
（
60
分
）

・
場
所
＝
２
階
ス
タ
ジ
オ

・ 

定
員
＝
各
15
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

・
対
象
者
＝
中
高
年
者

●
か
ん
た
ん
水
中
体
操

水
の
抵
抗
を
十
分
に
活
か
し
た
安

全
で
楽
し
い
水
中
運
動
。
泳
げ
な
い

方
、
水
が
苦
手
な
方
で
も
大
丈
夫
。

・ 

講
座
①
＝
10
月
６
日
〜
12
月
８
日 

（
10
回
講
座
）

・ 

講
座
②
＝
１
月
19
日
〜
３
月
23
日 

（
10
回
講
座
） 

※ 

ど
ち
ら
も
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜

２
時
（
60
分
）

・
場
所
＝
１
階
温
泉
プ
ー
ル

・ 

定
員
＝
12
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

・
対
象
者
＝
中
高
年
者

・ 

申
込
方
法
＝
電
話
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
な
ど
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

・
受
付
日
＝
９
月
20
日
（
水
）
〜

・ 

受
講
料
＝
１
、５
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
い
き
い

き
国
分
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
（
48
）

５
５
２
２

K irishima Information

手
話
講
習
会（
入
門
課
程
）

開
催聴

覚
障
害
者
の
講
師
を
迎
え
て
の

講
習
会
で
す
。（
全
23
回
）

・ 

期
間
＝
10
月
11
日
〜
３
月
21
日
の

毎
週
水
曜
日

・
時
間
＝
午
後
７
時
〜
９
時

・ 

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
会
議
室（
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
複
合
施
設
棟
３

階
）

・ 

受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
、

０
５
０
円
程
度
が
必
要
）

●
受
講
資
格

・ 

高
校
生
以
上
で
霧
島
市
在
住
ま
た

は
職
場
な
ど
が
霧
島
市
に
あ
る
人
。

・ 

手
話
講
習
会
（
入
門
課
程
）
を
修

了
者
で
再
度
受
講
し
た
い
方

・
定
員
＝
50
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

・
申
込
期
間
＝
９
月
29
日
（
金
）

・ 

申
込
方
法
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◎ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
高
齢
・

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎（
64
） 

０
９
９
５ 

℻（
45
）１
９
０
０

お
詫
び
と
訂
正

８
月
号
「
お
知
ら
せ
版
」
７
ペ
ー

ジ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら

せ
の
「
夜
間
の
救
急
」
の
休
日
の
受

付
時
間
は
午
後
８
時
30
分
〜
９
時

30
分
、
裏
表
紙
の
畠
澤
「
朗
」
さ
ん

は
畠
澤
「
郎
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

８
月
号
の
読
者
の
声
で
「
障
害

を
持
つ
」
を
読
ん
で
、
サ
ッ

チ
ャ
ー
の
教
え
を
思
い
出
し
た
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
と
は
（
て
つ
・
の
・
カ
ー

テ
ン
）
こ
と
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
首
相

の
こ
と
で
す
。当
時
イ
ギ
リ
ス
も「
バ

ブ
ル
」
が
弾
け
て
も
国
民
が
路
頭
に

迷
わ
ず
に
わ
ず
か
３
年
で
景
気
が
回

復
し
た
の
は
、
手
仕
事
、
つ
ま
り
、

職
人
の
国
だ
っ
た
か
ら
だ
と
。
サ
ッ

チ
ャ
ー
は
胸
を
張
っ
て
言
い
切
っ
た
。

若
者
よ
、
手
仕
事
に
目
覚
め
て
く
だ

さ
い
。
私
の
同
級
生
の
親
は
（
傘
と

靴
）
の
修
理
だ
け
で
子
ど
も
二
人
を

大
学
ま
で
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。（
滝

ア
マ
・
ガ
エ
ル
71
歳
男
性
）

●

こ
の
ご
ろ
は
職
人
と
い
う
こ
と
ば

を
聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
だ
い

ぶ
少
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

職
人
と
言
え
ば
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た

頑
固
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
だ
わ
り
に
は
す
ば
ら
し
い
も
の

が
あ
り
、
全
て
を
受
け
継
ぐ
多
く
の

職
人
が
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
な
つ
か
し
の
映
画
は

石
原
裕
次
郎
特
集
で
し
た
。
映
画
が

始
ま
る
と
歓
声
が
上
が
り
、
終
わ
る

と
拍
手
ま
で
出
て
い
ま
し
た
。

帰
り
道
「
俺
は
待
っ
て
る
ぜ
」
を

口
ず
さ
み
、
両
手
を
ポ
ケ
ッ
ト
に

突
っ
込
み
、
肩
を
す
ぼ
め
、
少
し
足

を
引
き
ず
っ
て
歩
く
自
分
が
い
ま
し

た
。（
カ
ッ
コ
い
い
歩
き
方
で
す
）

ま
た
、
こ
の
会
場
で
20
数
年
ぶ
り
に

知
人
と
の
再
会
も
あ
り
ま
し
た
。
な

つ
か
し
の
映
画
鑑
賞
あ
り
が
と
う
。

P.S
 

ち
な
み
に
観
客
は
60
〜
70
代
の

昔
の
若
い
男
女
で
し
た
。（
霧
島
の

タ
フ
ガ
イ
60
歳
男
性
）

●

な
つ
か
し
の
映
画
を
鑑
賞
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
ね
。
青
春
時
代
の
思

い
出
は
、
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
永
遠

の
思
い
出
で
す
。
20
数
年
ぶ
り
に
知

人
と
再
会
さ
れ
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
昔
の
若
い
男
女
、

ま
だ
ま
だ
若
い
で
す
よ
。

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
広
報
き
り
し
ま
を
心
待

ち
に
し
て
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
本
日
、
偶
然
ふ
き
の
と

う
に
立
ち
寄
り
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
、
そ
の
お
い
し
さ

に
心
と
体
が
潤
っ
て
さ
わ
や
か
で
し

た
。
家
に
帰
り
着
く
と
そ
の
記
事
が

あ
り
、
手
作
り
ジ
ャ
ム
の
作
り
方
ま

で
載
っ
て
い
ま
し
た
。
加
工
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
に
お
礼
を
言

い
た
い
と
思
い
ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。

美
し
い
表
紙
や
記
事
な
ど
で
い
ろ
ん

な
情
報
を
く
だ
さ
る
の
で
興
味
深
い

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
バ
ー
バ
ラ
・
ハ
ー
ト
51
歳
女
性
）

●

霧
島
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
「
ふ
き

の
と
う
」
の
方
々
が
地
元
で
採
れ
た

も
の
を
生
か
し
た
加
工
品
づ
く
り
に

長
い
間
取
り
組
ま
れ
た
甲か

斐い

あ
っ
て
、

お
い
し
い
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
楽
し
く
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。こ

ん
に
ち
は
、
毎
号
、
広
報
誌

を
読
ん
で
い
る
者
で
す
。
霧

島
市
。
と
て
も
広
範
囲
に
な
っ
て
、

こ
の
町
に
住
ん
で
14
年
に
な
り
ま
す

が
、
ま
だ
、
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
、

郷
土
料
理
、地
名
の
由
来
…
。ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
、
こ
の
地
に
生
ま
れ
育
っ

た
我
が
家
の
平
成
生
ま
れ
の
３
人
の

子
ど
も
の
ほ
う
が
知
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

「
霧
島
」
が
届
く
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。（
こ
い
40
歳
女
性
）

●

広
報
き
り
し
ま
を
ご
愛
読
く
だ
さ

い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
私
た
ち
も
知
ら

な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
今
後

も
で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
お
届

け
し
ま
す
。

今
回
お
手
紙
を
出
し
た
の
は
、

表
紙
の
写
真
が
下
井
海
岸

だ
と
い
う
こ
と
！
！
！
！
パ
ッ
と
見

て
、
日
南
海
岸
か
？
と
思
う
ほ
ど
の

美
し
さ
。
び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
カ
メ
ラ
マ
ン
の
腕
が
い
い
の
か
、

カ
メ
ラ
が
い
い
の
か
…
。
身
近
に
あ

り
す
ぎ
て
下
井
海
岸
の
美
し
さ
に
気

が
付
か
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
…
。

本
当
に
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
の
で
、

切
り
取
っ
て
県
外
に
行
っ
て
い
る
友

だ
ち
に
送
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
広

報
き
り
し
ま
を
作
ら
れ
て
い
る
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
応

援
し
て
い
ま
ー
す
。
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。（
竹
の
子
ニ
ョ
ッ
キ
ッ
キ
ッ

28
歳
女
性
）

●

本
当
に
身
近
な
も
の
の
美
し
さ
に

気
付
か
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
県
外
観
光
客
な
ど
か
ら
す
ば
ら

し
い
で
す
ね
と
言
わ
れ
、「
や
っ
ぱ

り
そ
う
な
ん
だ
」
と
思
っ
た
り
…
。

表
紙
の
上
旬
号
の
写
真
は
、
市
民
の

方
々
が
見
慣
れ
て
い
る
風
景
で
、
季

節
や
時
間
帯
で
美
し
く
見
え
る
写
真

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
応
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援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
こ
の
町
が
、
こ
の
山
々
が
大

好
き
だ
か
ら
終
の
住
み
処

に
し
た
い
」
主
人
は
54
歳
、
私
が
50

歳
の
と
き
、
今
年
還
暦
を
迎
え
た
団

塊
世
代
の
人
間
で
す
。
６
年
前
の
こ

と
、
他
県
に
住
み
職
場
を
持
ち
九
州

一
円
を
仕
事
に
し
て
い
た
主
人
が
こ

の
霧
島
を
選
ん
だ
理
由
は
、
水
が
お

い
し
い
、
空
気
が
お
い
し
い
、
空
も

美
し
い
。「
年
老
い
て
か
ら
、
移
り

住
む
よ
り
、
一
年
で
も
早
く
、
そ
し

て
働
い
て
、
少
し
で
も
町
に
貢
献
で

き
る
年
齢
に
行
こ
う
」
と
主
人
の
考

え
か
ら
こ
の
町
に
仲
間
入
り
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で
は
ど
っ

ぷ
り
鹿
児
島
県
人
と
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。（
風
56
歳
女
性
）

●

市
で
も
団
塊
世
代
の
た
め
に
、Ｉ
・

Ｊ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
へ
の
支
援
策
を
検

討
中
で
す
。
霧
島
市
が
活
性
化
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
団

塊
世
代
の
皆
さ
ん
の
経
験
と
技
術
が

必
要
で
す
。
お
２
人
の
力
を
市
政
発

展
の
た
め
に
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

霧
島
市
に
住
む
よ
う
に
な
り

11
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
妊
娠
中
に
こ
ち
ら
へ
移
り
住

み
、
無
事
に
娘
を
出
産
し
ま
し
た
。

娘
も
の
ど
か
な
環
境
の
中
、
す
く
す

く
育
っ
て
い
ま
す
。
近
所
の
方
も
子

ど
も
が
好
き
な
方
が
多
く
と
て
も
親

切
で
す
。
霧
島
は
と
て
も
よ
い
土
地

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
ゆ
め
マ
マ

24
歳
女
性
）

●

娘
さ
ん
も
健
や
か
に
育
ち
、
近
所

の
方
も
親
切
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

時
間
が
あ
っ
た
ら
市
内
め
ぐ
り
で
も

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
い
こ
と
、

感
動
す
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
よ
。最

近
、
子
ど
も
の
マ
ナ
ー
が
悪

い
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

大
人
の
悪
さ
も
目
に
付
き
ま
す
。
家

の
近
く
に
川
が
あ
る
の
で
す
が
、
先

日
、
近
く
に
来
て
い
た
業
者
の
方
が

川
に
ゴ
ミ
を
投
げ
捨
て
た
の
で
注
意

を
し
ま
し
た
。
で
も
別
に
悪
い
こ
と

を
し
た
と
い
う
顔
も
し
て
お
ら
ず
、

す
ご
く
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
子
ど
も

の
前
に
大
人
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
し
、
子
ど
も
の
お
手
本
に
な

る
よ
う
に
、
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
な
と
痛
感
し
ま
し
た
。（
ミ
ャ
ー

マ
マ
35
歳
女
性
）●

せ
っ
か
く
注
意
し
た
の
に
本
当
に

残
念
で
す
ね
。
同
じ
経
験
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
大
人
の
マ
ナ
ー
が
悪

い
か
ら
子
ど
も
も
ま
ね
を
す
る
ん
で

す
ね
。
ミ
ャ
ー
マ
マ
み
た
い
に
思
っ

て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
と
も
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

霧
島
市
立
図
書
館
は
、
き
れ
い

で
落
ち
着
い
て
本
が
読
め

る
の
で
子
ど
も
共
々
よ
く
利
用
し
て

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
残
念
な
こ
と
は

自
分
の
借
り
た
い
本
が
な
い
こ
と
が

多
く
話
題
の
本
は
常
に
貸
し
出
し
中

で
あ
る
こ
と
で
す
。
蔵
書
を
増
や
し

て
、
利
用
者
の
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手

が
届
く
図
書
館
に
な
っ
て
ほ
し
い
な

と
思
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｉ
44
歳
女
性
）

●

い
つ
も
図
書
館
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
図
書
館
を
運
営
す
る
上
で
、
皆

様
の
ご
期
待
に
添
え
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
が
気
持

ち
よ
く
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
図
書
館

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。こ

の
ほ
か
、
19
通
の
お
便
り
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
10
人
の
方
に

配
送
し
ま
し
た
。

※ 

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢

な
ど
を
必
ず
お
書
き
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.18/2006.9）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

電話（　　　　　　）　　　　－
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危
機
管
理
と
行
政

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

お便りをくださった方の中から壷
づくり黒酢を13人の方にプレゼン
ト。応募締切は９月19（火）当日
消印有効です。当選の発表は、商
品の発送をもってかえさせていた
だきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な出来事、何でも好きなことを書
いてください。

おたより
待ってます

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

７
月
下
旬
の
豪
雨
の
際
、
避
難

さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
食
事

提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
報
道

で
、
不
快
な
思
い
を
さ
れ
た
皆
さ
ん

に
、
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

県
下
で
最
も
早
く
危
機
管
理
監

を
登
用
し
、
合
併
後
初
の
防
災
会

議
も
開
催
し
て
、
万
全
を
期
し
て

対
応
し
た
つ
も
り
で
し
た
。
現
在
、

市
で
は
地
域
防
災
計
画
を
作
成
中

で
す
が
、
結
果
と
し
て
避
難
さ
れ

た
方
へ
の
食
事
の
提
供
の
あ
り
方

に
つ
い
て
ご
指
摘
を
受
け
た
と
こ
ろ

で
す
。　
　

市
長
と
し
て
は
、
今
後
の
た
め

に
８
月
31
日
に
緊
急
の
市
防
災
会

議
を
開
催
し
、
こ
の
度
の
災
害
対

応
等
を
検
証
し
、
問
題
点
や
対
策

を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
指
摘
や
ご
提
言
な

ど
、
今
後
の
風
水
害
対
策
に
活
か
し
、

市
の
防
災
計
画
に
も
反
映
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
が
行
政
を
運
営
し
て
い
る
中

で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
満
足
度
を
追
及
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
に
立
っ
た

改
革
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
行

政
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
役
所
が
一
方
的

に
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
決

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
せ
て
62
回
と
な
る
二
つ
の
「
市
長

と
語
い
も
ん
そ
会
」
は
、
皆
さ
ん
の

声
を
羅
針
盤
に
し
よ
う
と
考
え
た

わ
け
で
す
。

南国のゆたかな太陽エネルギーの力で発酵が進み、長い期間
をかけて大事に育てられたものです。
まろやかでコクのある風味は、良質の原料米から生まれる豊富
なアミノ酸、有機酸などによるもので、長期間の熟成により、さ
らに味わいの深いものとなります。

◎問い合わせ先
　鹿児島県天然つぼづくり米酢協議会事務局
　☎ 099（258）1777

鹿児島県天然つぼづくり米酢協議会の
壷づくり黒酢をプレゼントします。

ご協力ありがとうございました。
鹿児島県北部豪雨災害義援金の受付
を、8月25日で締め切りました。本庁、
各総合支所、市民プール、市立医師
会医療センターなど10か所に設置し
た義援金の総額は182,198円に達し
ました。お寄せいただいた義援金は、
鹿児島県を通じて配分し、被災者の
方々に役立てていただきます。皆さ
まの温かいご協力に深く感謝し、お
礼申し上げます。

災害義援金のお礼
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朝
の
目
覚
め
、
ふ
と
ん
の
中
で

じ
ー
っ
と
目
を
閉
じ
、
耳
を
澄
ま
せ

ば
い
ろ
い
ろ
な
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞

こ
え
て
く
る
、
何
ん
と
も
心
地
良
い

こ
と
か
「
鹿
児
島
に
来
て
良
か
っ
た

な
」
と
感
ず
る
一
瞬
だ
。
幼
少
の
こ

ろ
か
ら
忽そ

う

々そ
う

と
し
た
都
会
で
暮
ら
し

て
い
た
せ
い
か
、
あ
る
い
は
老
い
た

せ
い
か
も
知
れ
な
い
、
特
に
安
堵
す

まつばし まさひこ（61）／ (隼人在
住)1945年千葉県生まれ、1967年国
立音楽大学卒業。1972年脚本の勉強始
める。1974年テレビの青春ドラマの台
本を書く。1978年刑事ドラマの脚本仲
間になり1984年まで手がけた。1985
年思うことあってサラリーマンとなる。
2006年から少し何かを書きたいと思っ
ている。現在、隼人地区地域審議会委員。

妻
と
自
転
車
で
住
宅
め
ぐ
り
を
し
て

い
ま
し
た
。
東
京
の
中
で
も
こ
こ
は
、

比
較
的
閑
静
な
と
こ
ろ
で
日
中
は
あ

ま
り
人
通
り
が
な
い
、
我
々
の
よ
う

な
や
っ
か
み
屋
（
関
東
地
方
の
方
言

で
『
ね
た
む
』
の
意
）
あ
る
い
は
、

野や

次じ

馬う
ま

か
暇
人
く
ら
い
が
通
る
だ
け
、

そ
ば
に
宝ほ
う

来ら
い

公
園
が
あ
り
、
母
な
る

川
、
多
摩
川
が
眼
下
を
覆
う
、
そ
し

て
多
摩
川
に
沿
う
街
々
が
絶

景
だ
。
下
流
に
沿
っ
て
い
く

と
、
巨
人
軍
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
見
え
、
そ
の
向
う
に
小
さ

な
松
林
が
あ
り
、
野
鳥
の
声

が
聞
こ
え
て
く
る
。し
か
し
、

雑
踏
の
中
で
聞
く
の
と
、
静

寂
の
中
で
聞
く
の
で
は
感
じ

方
が
ま
る
で
違
う
。

私
は
鹿
児
島
の
隼
人
に

や
っ
て
来
て
12
年
目
に
な
り

ま
す
。
東
京
に
い
た
と
き
の

「
鹿
児
島
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
西

郷
隆
盛
の
よ
う
な
大
男
が
ウ

ヨ
ウ
ヨ
し
て
い
る
の
か
な
？
」

と
か
、「
今
に
も
爆
発
し
そ
う

な
桜
島
、
小
島
が
や
た
ら
と

多
く
、
温
泉
も
豊
富
、
災
害
、

特
に
台
風
や
大
雨
に
遭
う
」

と
良
い
こ
と
や
悪
い
こ
と
が

錯さ
く

綜そ
う

し
て
お
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
初
の
壁
は
、
言
葉

〈随ずいそう想〉

で
し
た
。
こ
と
に
生
前
の
義
父
の
話

に
は
閉
口
し
た
、
妻
が
常
に
通
訳
者

に
な
る
、
た
だ
、
会
話
を
し
て
い
く

中
で
な
ん
と
な
く
話
が
通
ず
る
も
の

だ
。
昨
年
、
平
成
の
大
合
併
の
中
、

一
市
六
町
の
合
併
に
よ
り
、
鹿
児
島

県
で
は
、
人
口
、
広
さ
共
に
第
２
位

の
霧
島
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

ほ
ど
す
ば
ら
し
い
霧
島
山
系
、
風
光

明め
い

媚び

で
正
に
悠
々
閑
々
と
し
て
い
る
。

温
泉
も
あ
り
、
食
べ
物
も
森
や
山
の

恵
み
、
海
や
川
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
て

い
る
。「
灯
台
、
下も
と

暗
し
」
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
あ
ま

り
に
も
身
近
す
ぎ
て
、
気
付
か
な
い

こ
と
と
か
わ
か
り
が
た
い
と
い
っ
た

意
味
で
す
が
、
毎
日
暮
ら
し
て
る
中

で
常
に
人
や
動
物
や
自
然
は
変
化
し

て
い
る
空
気
の
よ
う
な
存
在
だ
か
ら
、

気
付
か
な
い
、
い
つ
も
見
慣
れ
て
い

る
山
々
な
の
に
た
だ
漠
然
と
見
て
い

た
の
で
は
な
い
か
、
霧
島
市
に
は
、

こ
ん
な
深
い
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
を

私
た
ち
は
認
識
し
な
が
ら
見
て
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。

古
事
記
の
中
に
天
界
か
ら
地
上
に

下
っ
た
と
さ
れ
る
天

あ
ま
て
ら
す照
大お

お
み
か
み
神
の
孫
の

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
『
天
孫
降
臨
』

霧
島
神
宮
に
祀ま

つ

ら
れ
、
記
紀
神
話
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
霧
島
の
祭

り
に
は
必
ず
深
い
訳
が
あ
り
ま
す
。

天
孫
降
臨
御
神
火
祭
や
五
穀
豊
穣
、

家
内
安
全
を
祈
願
す
る
初
午
祭
等
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
神
話
の
息
づ
く

ま
ち
霧
島
は
、
四
季
折
々
さ
ま
ざ
ま

な
雰
囲
気
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

数
多
く
の
滝
や
透
き
通
っ
た
お
い

し
い
湧
き
水
、
心
行
く
ま
で
癒
し
て

く
れ
る
温
泉
や
秘
湯
、
雄
大
な
自
然

に
育

は
ぐ
く
ま
れ
て
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も

霧
島
と
共
に
生
き
て
い
き
ま
す
。
霧

島
市
の
良
さ
を
誰
よ
り
も
感
じ
な
が

ら
…
。

今
夕
刻
、
目
を
閉
じ
て
耳
を
澄
ま

せ
ば
、
か
細
い
虫
の
鳴
く
音
が
聞
こ

え
ま
す
、
も
う
秋
な
ん
で
す
ね
。

Profile

蛭児（ひるご）神社は松橋さんが好きな場所の一つ

神が降りた町
◎松橋 正彦

る
朝
の
ひ
と
時
だ
。

東
京
は
大
田
区
雪ゆ
き

谷が
や

の
東
急
、
歌

に
も
歌
わ
れ
た
『
池
上
線
』
雪
谷
大

塚
駅
の
裏
側
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。

朝
は
始
発
の
ベ
ル
で
目
を
覚
ま
し
、

電
車
の
動
く
音
で
慌
し
い
一
日
が
始

ま
り
ま
す
。
隣
の
町
は
、
田
園
調
布
、

ひ
と
際
目
立
つ
有
名
人
の
邸
宅
や
高

級
住
宅
で
い
っ
ぱ
い
だ
、
休
日
に
は
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